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序

本書ば，昭和56年度，当センターが北海道開発局札幌開発建設部

の委託を受けて実施した，新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財調査

報告書であります。

新千歳空港は，本道の交通･運輸の新しい拠点として各界の期待

を担って，現空港の南東に隣接して建設が進められているところで
みさわ

あります○ ところが，その用地内には，美沢川の両岸域を中心とし

て総面積17haにも及ぶ埋蔵文化財包蔵地が分布して漏り， これの

発掘調査は昭和51年に北海道教育委員会が着手して以来,本年度で

6年目にあたります。55年度までの調査では，周堤墓群の遺物や，

重要文化財の指定を受けた「動物形土製品」等，数点の貴重な新発

見資料と155万点にも及ぶ鹿大な出土品が得られており，その成果

については,すでに報告書等により周知されているところでありま

す。

本年度は，美沢川左岸の遺跡群のなかでは，最も下流に位置する
ぴぴ

美々8遺跡の一部を発掘調査し，道央地区でば稀薄だった擦文時代

の良好な資料を得ることができました。また,わずかながら，中～近

枇の資料も得られ， いわゆるユウフツ越に関係あるものと思われま

す。さらに，人との関わりは不明でありますが， およそ2,000年前

に残されたイヌ科と思われる獣の足あとが検出され，当時の自然環

境を考える重要な手懸りとなっています。 これらの成果が，研究者

はもとより，広く一般の人びとにも活用され，文化財保護思想の普

及啓蒙に役立つことを願うものであります。

この調査の実施にあたって，文化庁，北海道教育委員会，北海道

開拓記念館のご指導ならびに北海道開発局， 同札幌開発建設部のご

理解をいただいたことを記して謝意を表しますとともに，千歳市教

育委員会をはじめご協力をいただし､た関係各位にお礼申しあげる次

第であります。

昭和57年3月

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長浅井理一郎
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I 調査の概要

この調査は、現在使用されている千歳空港の南東側に隣接して計画されている、新千歳空港

建設に先立つ埋蔵文化財包蔵地の事前調査である。調査は、昭和51年度から継続して行われて

おり、今年度で第6年次にあたる。

1 鯛査要項

新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局札幌開発建設部

財団法人北海道埋蔵文化財センター
びぴ

美々8遺跡（道教委登載番号A-03-94)

北海道千歳市字美々1292, 1438

(第1黒色士層7,495m2、第1I黒色土層11,900m2)計19,395m2

事業名

事業委託者

事業受託者

遺跡名

遺跡の所在地

調査面積

調査期間 昭和56年4月10日～昭和57年3月17日

2 鯛査体制

財団法人北海道埋蔑文化財センター理事長

業務部長

調査部長

業務部管理課長

〃 経理課長

〃管理課主事

〃 経理課主事

〃 〃 嘱託

調査部調査第二班長

〃 調査第二班

文化財保護主事

〃

浅井理一郎

馬場治夫

藤本英夫

小山内光之

梅沢祥真

佐川俊一

菅野 聡

石井義男

森田知忠 (発掘担当者）

越田賢一郎

矢吹俊男

遠藤香澄

工藤研治

熊谷仁志

石浦節子

永江加代子

(兼務）

〃

(兼務）〃

臨時職員（調査補助員）

〃 （ 〃 ）

〃 （ 〃 ）
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臨時職員（調査補助員） 小山田真弓

〃 （測量技師） 立川トマス

〃 （写真技師） 佐藤和雄

調査にあたっては、文化庁、奈良国立文化財研究所および北海道教育委員会の指導をいただ

いた。また、つぎの機関および人びとの協力を得た。

千歳市教育委員会､北海道開拓記念館､北海道警察本部鑑識課､苫小牧市埋蔵文化財センター

調査部長佐藤一夫、北海道開拓記念館特別学芸員矢野牧夫、同主任学芸員門崎允昭、同研究職

員三野紀雄、同小林幸雄、同山田悟郎、北海道大学助教授林謙作、札幌医科大学助手西本豊弘、

同大島直行、奈良教育大学教授三辻利一、東京大学名誉教授三上次男、金沢大学助教授佐々木

達夫、岡山大学教授近藤義郎、石川県立郷土資料館資料課長吉岡康暢、松下亘、長見義三、大

谷敏三、田村俊之（順不同、敬称略）

3調査の経緯

この調査は、昭和54年度鈴よび55年度に実施した、約4％掘開による詳細分布調査の結果

に基づいて設計されたものである。調査日程は、

準備： 4月10日～5月15日

現地調査鈴よび並行整理： 5月16日～10

月27日

整理および報告書作成倉 10月28日～57年

3月17日

である。

美々8遺跡の土層は、図1に示すとおりで

ある。これらのうち、Ta-a層とTa-b層は

歴史時代の火山灰層で､古記録からそれぞれ、

1739(元文4)年諦よび1667(寛文7)年の噴

出物と考えられている。また、 これまでの調

査における出土遺物との関係から、Ta-c層

は2千2～3百年前､Ta-d層は約8千年前、

En-a層は1万2～3千年前に堆積したもの

と推定することができる。Spflば約3万年前

の支笏カルデラ形成時の火砕流堆積物とされ

るもので、 この地域の地形の骨格をなすもの

である。

詳細分布調査によって､美点8遺跡にはTa

－c層をはさんで、 I黒層とI1黒層に遺物が包

－0
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図1 美々8遺跡の土層
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図2遺跡の位置この地図は阿上地理院発行の5万分の1地形図｢千歳｣を腹製したものである
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図3遺跡周辺の地形

含されており、前者についてはこの地域の一部がもと自動車教習所用地であったために削平さ

れた部分のあることが判明していた。また、現在は千歳市道となっている|日室蘭街道が調査地

区を貫逓しており、工事用道路としても利用されていたため、調査中にこれの切替を行う必要

があった。調査面積は当初、 I黒層7,985m2， 11黒層12,390m2の予定であったが、市道切替

の関係で上下各490m2が今年度分から除外され、それぞれ7,495m2， 11,900m2となり、廷調

査面積19,395m2となった。

また、かつて、Ⅲ黒層（昭55、美々4遺跡）詣よびEn-a下の風化土層中（昭53、美々5．

美沢1遺跡）からも、先土器時代の遺物が検出されていることから、全体の4％相当の面積に

ついて、 これらの土層の掘開調査を行ったが、遺物は発見されなかった。

4調査の概要

（1） 表土の遺構と遺物

調査区の西端に近い旧室蘭街道沿いの地点で､表土から掘りこまれた竪穴状の遺構に伴って、

寛永通宝、天保通宝、文久永宝等の古銭、折りたたみ式の洋式ナイフ、和式のにぎり鋏、ガラ

ス玉漏よびこれらを入れてあったかと思われる布製バッグとその金具等が出土した。苫小牧方

面と石狩方面を結ぶ近世の交通路である「ユウフツ越」または、北海道開拓使によって開削さ

れた旧室蘭街道に関係あるものと考えられる。これらの遺物が出土した竪穴状の遺構は、 さら

に新しい幾度かの揮防こ象によって撹乱されていて、規模、形状とも不明。また、撹乱層中か

－8－
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ら、鍬先、斧等の鉄器が出土しているが、近年まで行われていた炭焼きや、逐次行われたであ

ろう道路改良工事等との関係も考えられ、時期を決定できない。

（2） 第1黒色土層上面の遺構と遺物

調査区の南西部は、美々7遺跡につづくゆるL､尾根の鞍部となっている。 この尾根上の狭い

平地を中心とした地区で、 1667(寛文7)年に降下したとされるTa-b層直下から、珠洲窯系

すり鉢、煕寧元宝、洪武通宝、回転離頭錐、マレック、斧、かすがい、釘等の鉄器、若干の銅

製品、貝殻、獣骨、および形状のよく揃った礫のまとまり等の発見があった。礫のまとまりは、

長さ5～7cmのやや細長い河原石数個ないし数十個から成り、スポット状に分布している。美

沢川および台地上では、礫は産しないので、 もちろん他所から搬入したものである。このよう

な礫の用途については、今後解明の必要があろう。

これらの遺物と関連あると思われる遺構には､幅数十cmでわずかに溝状を呈する道のあとと

－9－



思われるもの、柱穴列、獣骨を含む焼土群がある。道あとと思われる遺構ば、調査区内では約

20mしか追跡できなかったが、美沢川の急斜面（未調査地区）方向へ続いていることがわかっ

た。柱穴ば、尾根上の平地で多数認められたが、建物に関係すると思われる組合せは2例だけ

である。

以上の遺構と遺物は、火山灰との関係から、中世～近世初期ころに編年することができる。

この時期に由来する資料は、美沢川流域では初めての発見である。幕末の記録によれば、太平

洋岸（東蝦夷） と日本海岸（西蝦夷） とを結ぶ主要な交通路である「ユウフツ越」は、 ビビか

らシコツの間は陸路であったとされている。シコツば現在の千歳市街地、 ビビの舟着場は、は

じめ､この遺跡の付近にあり、幕末ころになって2kmほど下流の美々川との合流点の辺りに移っ

たと解されてし､る･ このことから、 これらの遺構・遺物はこの交通路と深い関りがあるものと

思われる。

な拓、昭和54年度に実施した詳細分布調査の際、鉄製で黒漆の痕跡のある小札が7枚出土し

ている｡調査の方法、掘開規模等の制約から、 I黒層のどのレベルで出土したものか必ずしも

明らかではないが、出土地点の近いことから、 これも上記の資料に伴うものと象なしてよいと

思われる。

（3） 第1黒色土層の遺構と遺物

I黒層は、Ta-c層とTa-b層に挾まれた土層で、縄文時代晩期末葉から17世紀にわたる

年代幅がある｡ この層からは、前述の中世～近世の遺物を除けば、それぞれ少量の晩期末の土

器(V群C類)、続縄文時代の土器(VI群）およびそれらに伴う石器と、豊富な擦文時代の遺物

が出土した｡ この時代の遺構としては、円形土壗1個と、建物との関係の把えられない柱穴群

がlか所認められた。調査区の中央部分が|日自動車教習所によって削平されて拓り、 この部分

に住居がなかったとは言いきれないが､当遺跡のような遺構を伴わない擦文土器の大量出土は、

きわめて異例なことと考えられる｡~

擦文時代の遺物には、土師器またはその系統をひく蕊および坏、須恵器坏、 ろくろ成形の土

師器坏、各種の刻文土器、土錘、鉄鍋、および先に見たと同じ様な礫のまとまり等がある。 こ

のうち、鉄鍋ば、耳の形態の不明な、三本脚の小型のもので、出土レベルが刻文土器よりやや

高く、伴出関係に多少の疑問ば残る。また、土錘は長さ約6cmの紡錘形で、縦に貫通孔をもつ

もので、あまり類例は知られてい唯い･なお、擦文土器にしばしば伴出することが知られてい

る紡錘車は1点も発見されてL､ない。

遺物は、中央部分が削平されていたことにより、①発掘区の南東部から市道の路床下にかけ

ての平坦部、②北西端の沢の底、③南辺の美沢川の斜面にかかる部分の3か所に分かれて分布

し、それぞれが個性をもっている。すなわち、①は土師器またはその系統の蕊、坏、須恵器坏

のグループで、土壗と柱穴群はこの地区にある。②と③とは刻文土器を主体とするグループで

あるが、文様の種類ば微妙に違っている。②は刻文の施された蕊、 ろくろ成形土師器坏を主体

とするもので、土錘、鉄鍋はこの地区から出土している。③は、小面積で個体数も少ないので
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十分比較できないが、文様帯から横走沈線の消失したものが多く、ろくろ成形坏を伴っていな

い。

このような組合せの違いは、年代差を反映しているものと把えることができ、蕊の器形と、

文様の特徴から、大ざっぱには①→②→③の序列が考えられる。 しかし、 これらをセットと呼

ぶのは多少乱暴であり、 しかも道央地方におL､ては参考となる資料も少ないので、いまのとこ

ろ細分はひかえることとする。

礫のまとまりは、各グループに共通して認められるが、第’黒色士上面のそれに比べて、や

や大きい印象をうけるものがある。

（4） 第1I黒色土層上面にみられた獣の足あと等

Ta-c層直下のI1黒層上面から、小型獣の足あとと思われるものが出現した。径数cmから

10cm内外、深さ2～3cmのくぼ象に､Ta-cの軽石粒が象嵌された状態で確認されたもので

ある。 この”足あと〃ば、調査区の西半および北辺に婿った地区にかなり広範囲に認められ、

いずれも歩幅30cmほどであるが、配列ば直線的、千鳥状、 または石けりの、1ケンケンパ〃の

ようになるもの等の変化がある。足あとがのこされてからTa-cの降下までには、多少の時間

の経過があったらしく、 プリントは鈍くなっており、爪または蹄の形はわからない。北海道警

察本部鑑識課による石脅型の鑑定でも、動物の種題ば特定できなかったが、北海道開拓記念館

門崎允昭主住学芸員によれば、歩行の特徴から大部分はキツネであり、一部はウサギの可能性

がある由である。

また、 ’黒層上面で鍬られたのと同じような浅い溝状のくぼみが、 ところどころで検出され

た。連続的に追跡することができなかったので、道のあとなのか、 自然の営力によるものなの

か決定できなかった。

（5） 第1I黒色土層の遺構と遺物

II黒層は縄文時代の文化層である。この層から検出された遺構は､29個のTピットがすべて

である。Tピッ トには、幅の狭いタイプと、やや幅広で底面に杭穴をもつタイプがある。縦半

割または小口掘りによって断面を観察したところ、杭の痕跡が開口部付近にまで達しているも

のがある。大きさや平面形にも多少のバリエーションがある。 これらは各タイプごとに列をな

して分布する傾向があり、当遺跡でも最低3列が認められている。伴出遺物はなく、時期はわ

からない。

今日、T上.ツ トを獣の陥し穴とする説が有力である。現在のところ、 これを否定する資料は

ない。 しかしこれは、崩落等によってかなり短期間のうちに埋まってしまうことが予想される

が、崩落土を処理した形跡はない。 したがって、 これを陥し穴とした場合、短期間の使用、お

ろらくひとシーズン限りのものと考えねばならないだろう。

出土遺物は、主として縄文時代早期末(I群b－4類)、後期末～晩期初頭(IV群c類、V群

a類）の土器およびこれに伴う石器類であるが、量は多くはない。

以下に各層位別遺物一覧表を付しておく。 （森佃知忠）
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出土遺物数一覧表

漆器 その他陶磁器 金属製品 石器等 礫層 位 遺物計 古銭 土器 フレイク

４

３

１土

面

黒

黒

採

計

上里

《

表

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

表

総

167

1,328

26，515

10,005

642

38,657

87

26

28

71

301

８

４

３

31

118

700

19

868

1,188

3，628

272

4

195

2,105

51

2,355

1

22．273

6,928

551

29，752

１

４

２

３
１

171400 42 5,088
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II 表士の遺構と遺物

1 1日室蘭街道と美々舟着場

旧室蘭街道は、千歳市街地方面から現在の滑走路に沿うように南に伸び、美沢川の谷と出会

うあたりで大きく東へ弧を描いて美々8遺跡を縦断し、苫小牧へと続いていく。 この街道は、

明治5 (1872)年に北海道開拓使が開削したもので、昭和28(1953)年に現在の国道36号線が

開通するまで、札幌と室蘭方面を結ぶ幹線道路として利用されていた（図5)。明治12年から

15年まで美沢川と美々川の合流点付近におかれていた「開拓使美々鹿肉缶詰製造所」は、 この

街道を利用してつくられたものである:患'｝

江戸時代においても、 このルートは「シコツ越｣、 「ユウフツ越」等とよばれ、 日本海側と太

平洋側を結ぶ内陸交通路として、重要な位置を占めていた。 17世紀後半にはすでにこの交通路

の存在が記されており!隆2118世紀後半から19世紀初めにかけて串原正峯、武藤勘蔵らはイシカ

リ （石狩）からこのルートをたどり、ユウフツ（勇払）へ抜けている:權3)その経路は、石狩川を

舟で湖ってシコツ（千歳）川に入りシコツ（現在の千歳）で上陸、陸路を通ってビビ（美々）

に至り、再び舟で美々川を下ってユウフツ（勇払）へ出るものであった。

千歳から美々にいたる山道は、文化年間（1804～18）に勇払場所の惣支配人をしていた山田

文右衛門によって整備された。後の室蘭街道の原形となるものである。 この山道は、千歳川で

とれた鮭を運ぶのに利用され、大変にぎわったことが知られている。

美々の舟着場は、千歳川の鮭や周辺で焼かれた炭を積出すのに重要な場所でもあった。弘化

3（1846）年「ユウフツ越」をした松浦武四郎は、 「再航蝦夷日誌」に美々について、

従_チトセ番屋－，山道弐りといへども近きやニ覚ゆ･此処小憩所有。 うらに夷人小屋弐軒

有。此山中二而焼たる炭を皆此処へ出す。是よりして□□に□口也。又秋味は此処に□□□□

り積来り□より小船に而送る。此処より上船す。

と記している。 この美々舟着場は、川が浅くなったため、下流のピポエカリ （美沢川と美々川

の合流点付近(淀4)）に移った。 1850年頃のことである:i5)

最初に美を舟着場のあった場所が､美々7．8遺跡付近の美沢川辺りであるとする説があるgf6)

千歳から美右にかけて、火山灰が厚く推積して比較的平坦な地形を呈しており、 目的地までの

道は最短距離がとられたはずである｡かつての美々山道にもとづいたと思われる旧室蘭街道が、

千歳からまっすぐ南に伸び、美々7 ． 8遺跡付近に達しているのは、舟着場がその付近にあっ

たからにほかならない。そこでカーブを描くのは、舟着場の位置が下流に移ったためと考えら

れる。 これがその説のあらましである。

この説の当否を判定するにば、今後の調査を待たざるを得ない。だが少なくとも美々8遺跡

における表土層の遺構と遺物の多くが、 「ユウフツ越」と「室蘭街道」に関係するものとみなす
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ことができるのではなかろうか。

注） 1．佐藤一夫1975「苫小牧市美々「開拓使美々鹿肉缶詰製造所」杜発掘調査報告書j苫小牧市教

育委員会

2．享保16(1731)年「津軽一統志｣、寛文10(1670)年「寛文拾年狄蜂起集書」
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図5 明治中頃の室蘭街道

-14-



3．佐藤玄六郎天明6 (1786)年「蝦夷拾遺｣、串原正峯寛政4 (1792)年「夷諺俗語｣、武

藤勘蔵寛政10（1798）年「蝦夷日記」

4． 山田秀三「美沢附近の旧地名」

5．松浦武四郎安政5 （1857）年「西蝦夷日誌｣、玉虫左太夫安政4 (1856)年「入北記」

6．長見義三氏のご教示による。

2 遺構（図6 ． 7、図版2～4）

現在の旧室蘭街道は、丘陵上の高L､部分を削平し、沢の部分に盛土をして築かれてL､る。だ

が、かつてはぼぼ地形の凹凸に従ってL､たようで、盛土の下に礫や小砂利を敷いた部分がとこ

ろどころ残存している。また､d-64-87からc-65-60にかけて小砂利層と同レベルにつくら

れた枝道跡が象つかっている。

この枝道と本道にはさまれたd-64-67～68に、浅い竪穴状の遺構がある。その大半が、本

道を築くための土取り作業により撹乱されて漏り、全体の形は不明である。わずかに残存して

いる部分から、柱穴と思われる小ピットが数個検出され、その周閉に古銭、玉などの遺物が散

乱していた。また、撹乱部分からも流れ込んだと思われる古銭、玉、鋏が鍬つかっている。

遺構から出土した遺物は、寛永通宝19点（図7-21～36)、天保通宝4点(17～20)、文久永

宝15点(37～49)、折りたたみの洋式ナイフ1点(3)、ガラス製ボタン1点(6)、ガラス小

9天保通宝

⑤寛永通宝

oガラス玉
■布製品

田

d－“-曲

田

｡－畠一党

0 1m
ZOJ7

図6竪穴状遺構
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竪穴状遺構出土の遺物（図7）

大き さ (cm)番
号

備 考重さ(9j 材質分 類 発掘区名 称
最大長×股大幅×晶大厚

鉄

〃

〃 3枚刃

銅 革に装憩

〃

ガラス

乳白色〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃

銅

〃

〃

〃

古寛永〃

〃 〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

背元〃

〃 〃

背11波〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

く

う

鉄〃〃銅〃ラ〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃雛〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
ガ

金属製品握 鋏

〃 〃

折りたた
〃

み､ナイフ

〃 止め金

〃 〃

カーラス製品ボタン

玉〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

古 銭天保通宝

〃 〃

〃 〃

〃 〃

寛永通室〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

文久永宝〃

握 鋏

〃

折りたた
み､ナイフ

止め金

〃

ボタン

玉

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

天保通宝

〃

〃

〃

寛永通室

〃

〃

宝

く

矛、

″〃〃〃〃〃〃〃〃久〃〃〃〃
虻

３

163× 4.5 x

15，7×－×

8 × 1，8 ×

2．6 × 2．7 ×

(3.7）×（1.8）×

l.4 × 1,4 x

0．7 × 0.7 ×

0．65× 0.7 x

0_7 × 0.7 x

0.7 x 0.7 x

0．6 × O､6 x

0，6 × 0.6 ×

0．6 × 0.6 x

0．7 × 0.7 x

0.6 × 0.6 x

0.9 × 0．8 ×

16．3× 4．5 ×

15，7×－×

8 × 1，8 ×

2．6 × 2．7 ×

(3.7）×（1.8）×

1．4 × 1，4 ×

0．7 × 0.7 ×

0．65× 0．7 ×

0.7 × 0．7 ×

0．7 x 0.7 ×

0．6 × O‘6 ×

0，6 × 0.6 ×

0．6 × 0．6 ×

0．7 × 0.7 ×

0．6 × 0．6 ×

0.9 × 0．8 ×

1.3

1.1

1.4

0.7

1.3

1.1

1.4

0.7

３

４

８

１

＆

３

５

２

２

７８“

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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〃

〃
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２
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４

５

６

７
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９
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、
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Ⅳ

略

珀

鋤

諏

蛇

蝿

別

鴻

湖

訴

鵡

調

鋤

瓠

鑓

鵠

弘

鵠

舗

訴

~~

0．4

0．6

0．6

0.65

0．6

0.5

0．5

0．6

0．6

0．6

0．7

0．4

0．6

0．6

0．65

0．6

0．5

0．5

0．6

0．6

0．6

0．7

1

0.2

0.3

〃

0.2

0.25

0．3

0.3

0．3

0．3

0．8
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大き さ (cm)

段大長×段大幅×般大厚

番
号 名 称 分 類 発掘区 材質重さ(9j 備 考

銭

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

古 宝、
永久

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

文
38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

７８“

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

． 銅

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

背ll波

草文・背11波

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

玉宝 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

玉10点（7～16)、革が残った銅製止め金(4， 5)、繊維製品である。また、撹乱部分から

みつかった握鋏2点（1， 2）もこの遺構に伴うものと考えられる。 このうち銅製止め金と繊

維製品は、本来ひとつのもので袋状をなしていたと考えられる。古銭にはひもで綴られていた

形跡をとどめているものがあり、ナイフや玉等とともに袋のものに入れられていたものと推定

される。

この遺構の年代は、明治になってからの円を単位とした貨幣がゑられないことから、文久永

宝の鋳造された文久3 （1863）年以降、明治初年代までと考えられる。

この他､表土層より掘り込まれた穴がI黒層上面で数か所検出された｡いずれも埋戻しを行っ

た形跡が翠られず、 自然に埋没したものである。底からベルト先につける銅製金具、紙片が出

土している。いわゆる「たこ穴」であろうか。

3 遺物

表土の遺物は、遺構に伴うものを除いてぼとんど道路の盛土中から出土したものである。若

干の陶磁器、 ビール戦、鉄製品がある。

陶磁器（図8－1～7， 図版5）
吟よこ

猪口（1）、皿（2）、茶碗（3）は、いずれも呉須による染付がなされている。茶碗2個体

（4， 5）は、ほぼ同一器形の白磁で見込に文字が刻されている。紅縁である。酒徳利（6）

は、表面に淡青色の釉がかけられて猫り、裏面は無釉である。同一個体と思われる胴部片には、

呉須により文様が描かれている。焼酎徳利（7）は、表面に灰釉が、内面にば飴色の釉が施さ

れている。図示したもののほか、土瓶、徳利、茶碗片等が出土しており、 コバルトを用いて施

文している破片もある。また徳利ﾔこは、新潟の松郷屋で焼かれ明治10年以後道内に持ち込まれ

たものがある。

－18－
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3
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図8 表土の通物 (1)
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陶磁器は、江戸時代末期から明治初頭にかけてのものと、それ以降のものまでかなり年代幅

がみとめられる。

ビール壁（図8－8）

揚げ底の唾で、…...NIPPON……の文字がある。大正8年以降、昭和19年までに半自動で製

作された大日本麦酒会社の埋である。

金属製品（図9， 図版5）

鍬先または鋤先（9）は、撹乱穴の中から出土した。腐蝕はさぼど進行していない。鍋(10)

は、 自動車教習所跡にある浅い凹地で採集した。腐蝕が進んでいて、全体に亀裂が入っている。

斧ば2点出土した。 3は、柄に装着する部分の破片で、道路脇から出土した。 5は、完形品で

枝道跡から出土した。わずかに腐蝕しているだけである。 12は、鉄製の刃物である。

このほか、枝道跡より小型の馬の歯が出土している。

以上の遺物のうち、斧はこの周辺で行われていた炭焼きと関係があるものと思われる。また、

鍋、陶磁器、農耕具があることから、付近に小屋が営まれてL､た可能性がある。

なお、陶磁器について松下亘氏のご教示を得た。 （越田賢一郎）

表土の遺物（図8 ． 9）

驚名名 称分 類発掘区 大き さ (cm) 重さ(劇材質 備 考
1陶磁器猪 口 c-64道路下口径(6.5)×2.4

2 〃 皿 c-64-08 口径(13.0)

3 〃 茶 碗c-64道路下口径(10.2)

4 〃 〃 d-64道路下口径(8.0)×5.6 見込に刻印あ

5 〃 〃 〃 口径(7.8)×5．1 〃

6 〃 酒徳利d-64-79 底径(8.4)

7 〃 焼酎徳利d-64-58 底径(6.8)

8 ガラス製品ビール戦d-64-68 底径7.8

9鉄製品鍬 先 e－65－39 27．2×(15．1)×3,1 (1010)

10 〃 鍋 c-65-13

11 〃 斧 e－65-84 一×4.7×4_8

12 〃 ナイ フ d-64-88 (12．2)×2､8×0.4 (16.7)

13 〃 斧 d-64-99 171×RR×RR 111，

陶磁器猪 口

〃 皿

〃 茶 碗

〃 〃

〃 〃

〃 酒徳利

〃 焼酎徳利

カラス製品ビール触

鉄製品鍬 先

〃 鍋

〃 斧

〃 ナイ フ

〃 斧

豆下下下
的艶艶蝿調鯛弼禰路路鮒路

轤轤鮨轤４４５５５４４４〃－一一一一’｜’
６６６６６６６６６６６６~~~~~~~~~~~~

．ｄｅＣｅｄｄｑ勺ｄｃｃＣ

口径(6.5）×2．4

口径(13.0)

口径(10.2）

口径(8.0)×5．6

口径(7.8)×5．1

底径(8.4）

底径(6.8）

底径7.8

27.2×(15．1)×3，1

一×4．7×4．8

(12．2）×2．8×0．4

17.2×5．8×3，8

－21－



111 第1黒色土居上面の遺構と遺物

1 遺構

（1）道跡（図10,図版6)

Ta-b火山灰層を除去したところ、b-65-16から19にかけて浅い溝がみ､られ、さらに南北

方向にのびていた。I黒層上面のレベルでTa-b層が残った状態が図版6である｡溝の幅は30～40

cm，深さは5cm程度である。溝ば、丘陵の鞍部を越えて、南側の美沢川の谷と北側の浅い沢

を結ぶように続いており、底面はややしまった感がある。溝の周囲には、 2基の柱穴列と数多

くの焼土が染られ、片口鉢、鉄器等の遺物が散布していて、生活跡があったことを示している。

これらの遺構と溝が重複していないことも考えに入れ、道跡であろうと推定した。

道跡の脇に、礫が2点象られた･また、直径5rnmにも満たない小砂利が、溝とその周辺に

散在しているのが注目される。

（2） 柱穴列（図10,図版7)

道跡の東側に、東西に2基並んで検出された。 この他にも多数の柱穴が象られるが、規則性

を見出だせるものはない。柱穴は、 I黒層上面でば不明確で、Ta-c層まで掘り下げた段階で

26 b-65-o616 齢 86 C－65－76
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確認されたものである｡主柱穴は､径10～15cmでTa-c層下のI1黒層に達している例がある。

いずれも掘り方がはっきりしない。

東側の柱穴列は、 3本ずつ3列をなす9本の柱穴列の南側に、張り出し部を持つ平面形を呈

する。柱穴間隔ば、南北1.3m，東西1.9mほどである。中央部にある焼土は、柱穴位置と重

複するため伴うものではない。

西側の柱穴列は、 3本ずつ3列をなしている。南側に表土からの掘り込みがあるためはっき

りしないが、地形からみて柱穴列は続かないものと考えられる。

（3） 焼土群

道跡、柱穴群がある丘陵の鞍部に集中している。焼土中に力ワシンジュガイ、鹿の骨、サケ

の椎骨、炭化物等が含まれている。炉跡と考えられる。

焼土には、 I黒層般上面に堆積していて、Ta-bの軽石粒を含むものと、 2～3cmの黒色土

を除去した後に現われるものがあり、時間的な幅があると考えられる。

このほか焼土群とぽぼ分布を一にして、焼土を伴わない力ワシンジュガイや骨の集積が鍬ら

れる･

2 遺物

’黒層上面の遺物では、珠洲系陶器、金属製品、古銭、石器、漆器、骨角器など1328点があ

る。

(1)珠洲糸陶器（図13，図版7．8）

還元炎焼成による須恵質の片口鉢で、灰褐色を呈している。いわゆる、珠洲系陶器である。

全体の者ほどが現存しており､推定口径39~42cm,底径15~16cm,器高15~18cmで､ゆ
がみが認められる。器体はほぼ直線的に開くが、 口唇部に平坦面を作り出す整形のため、 ロ縁

部で外反している。口唇部は、やや内削ぎで幅2cmの平坦面を有し、櫛描きによる波状の文様

I黒層上面の遺物 総計1,328点

遺物名分 類数撒備 考類数量備 考遺物名分

珠洲系陶器

力スガイ

釘

鉈

斧

マレ ッ ク

小 札

その他の鉄器

銅製品

渡来銭

鑑 銭

26 1個体分

14

14

1

1

1

7

29

4

ヨ識濫;、
1

１

１

４

４

４

１

１

やじ り

石 皿

砥 石

フレイク

チップ

使用痕の
ある礫

礫

石製品

漆 器

骨角器

５

１

２

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ⅳ

Ⅶ

Ⅸ

器

品

銭

騨

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

陶

金

古

XB

1,188

1

1

3

痕跡のみ

焼けて破砕

酷
１
企
昨
診
計 1,328
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が施されている。内面には、口縁から少し下ったところから卸し目が密に施されている。単位

は10本前後である。本来は見込にも卸し目が施されていたはずであるが､使用により半分以下

が磨耗しており､底部の厚さも薄くなって0.7cmの部分がある｡底面には､静止糸切り痕が残っ

ている。胎土は、砂礫を多く含み、焼成もあまりよくない。

器形は、珠洲V期の特徴を示しているが、胎土や焼成の状態は1V期のそれに近い鯵)このこと

から、製作時期は15世紀の中頃と推定される。だが、磨耗の具合からゑて長期間使用された後

廃棄されたものであろう。

注）吉岡康暢氏のご教示による。

（2）金属製品（図14．15．16，図版9～11）

カスガイ（図14－1～14,図版9）

断面形が扁平なもの（1～11）と正方形に近いもの）12～14）にわけることができる。背

の長さが10cmを越す大型のものから、 2cmほどの小型のものまでさまざまである。9は､木

質部が一部残っている。1はとくに大型で､他の用途をもつ可能性がある。

釘類（図14-15～27,図版9）

断面形が扁平なもの（15， 16， 20～23)と、正方形に近いもの(17～19, 25～27)にわける

ことができる。また頭部が折り曲がるもの（15～19）と、直線状のもの（21～22）がある。23

は、両端がすぼまっており、釘でないかもしれない。

，

鍛篭鱸

1P

図13 1黒層上面の遺物(1)
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なた

鉈（図15-28,図版10)
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なに

鉈 （図15-28, 図版10)

I黒層最上面より出土した。完形品で、中央部がわずかに折れ曲がっている。

斧 （図16-30,図版10)

刃先の一部がわずかに欠けているだけの完形品である。錆のためはっきりしない部分がある

が、両面に4本の刻線が染られる。

マレツク （図16－34，図版11)

鮭漁用の鉤である。断面は丸形に近い。先に返しがない。基部に、木柄と連結するために糸

を巻いた跡が象られる。

鉄環 （図16－35，図版11）

柄の先に道具を取り付ける時に、締めつける役割をする金具である。内面の一部に木質部が

残存している。

飾り金具（図16-37～40,図版i1)

37は、鉄製で腐蝕が進んでいる。周辺に亥腱がみられ、中央部に穴がある。

38～40は、銅製の飾り板であろう。穴部に鋲と思われるものが残っている例がある。
こぎね

小札（図16-46～52,図版l1)

2列の穴があるタイプで、幅は約2cmに規格されている。黒漆が残っている部分がある。

（小札は、昭和54年度の詳細分布調査の際、重機により掘り出されたもので、出土層位は明ら

かでなL､。出土地点の周辺にI黒層上面の遺物が集中していたので、 ここに入れておいた｡）

その他の金属製品（図15-29,図16-31～33．36･41,図版10．11)

29は、弓形の鉄製品で、両端が折り返されている。 31は、尖頭部をもつ大型の鉄器である。

ヤスに用いられた可能性がある。32， 33， 36は、いずれも用途不明である。 41は、銅製品て筒

状のものがつぶれたものであろう。

（3） 古銭（図15-42～45, 図版11）

柱穴群の近くに4点悪られる。 42ば、煕寧元宝〔北宋煕寧元(1068)年〕、 43， 44は、洪

武通宝〔明洪武元(1368)年〕で、重なった状態で出土した。 45は、鑑銭であろう。

（4） 骨角器（図16-53～55,図版11）

b-65-08から回転式難頭鈷1点､b-65-17の炭化物層中から骨角器と思われるもの2点が

出土した。いずれも火を受けて細片となって詣り、整理段階で気付いたものである。

回転式離頭鋸は、鹿角製で推定長さ7.7cm，幅1.8cm，厚さ0.8cmの細身のものである。

先端部にば金属製の鑑部を取り付けるための溝が設けられて諦り、径2mmぼどの目釘孔があ

る。溝を境に、片方の先端が欠落しており、内側の削り跡が観察される。この部分に錆が付着

しており、鉄製の鑑が取りつけられていたと思われる。索孔は、縦に2つ並ぶ。径4mmであ

る。索孔をつなぐ-溝の有無ははっきりしない。索孔部分より下部は残りが悪く、茎溝部の形は

不明であ為。また、かえしの部分の破片は、図の形に想定されよう。

その他の2点はいずれも小片で、全体形は不明である。 2，は断面が円形に近く、棒状を呈

－34－



I黒層上面の遺物（図13～17）

大き さ (cm)
備 考重さ(9) 材質発掘区分 類番号 名 称

最大長×段大幅×最大厚
怪 庄怪

（42） × 18 x 16
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6.80×3．15× 1．40

9．25× 2．95× 1．65

(6.30)×2．60× 1.05

8．00×2．75× 1．40

(7.35）×4．2 × l.1
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(5.75）×1．88×1_00

9．5 ×5.50×0.80

7．55×2．90×0．65

9．43×4.90×0.85

(6.95）×0．96×1.50
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(4.20)×0.95× 1.05
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(3.40)×0.90× 0.85
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するものである。 3，は、ヘラ状のものである。曲がりは火を受けたためかもしれない。いず

れも鹿角製である。 （越田賢一郎）

（5）石器（図17）

I黒層上面からは、剥片石器、礫石器あわせて16点、 フレイク、礫･礫片が1,283点出土し

ている。剥片石器は有茎のやじり （図41-8)が1点のみ､であるが、 これは撹乱等が原因でこ

の届に混入したものと推定される。礫石器は、泥岩製の石皿(図17-57)が1点、砥石(58～61）

が13点である。 59の砥石は砂岩製の粒子の荒L､もので、使用面が3カ所ある。60は、泥岩製

の粒子の細かいもので、広い平滑な使用面をもつものである。56は孔のあいた自然石である。

（遠藤香澄）

（6） 集中礫（図18）

I黒層上面には、 1,188点の礫があり、 7カ所に集中地点がみられた(図12)。集中礫のうち、

A～Eまでの6群について比較したのが次のページの表である。

礫の形は、卵形のやや扁平なものが多く、特に細長いものはやや角柱に近いものがある。破

砕礫は少なく、円礫がぼとんどである。大きさは､長径4～8cm,短径2～5cm,重さは30～100
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gの幅に集中しており、稀に2009を超す礫が含まれている。

各群の重壁をみると、A，Bが平均79， 879と最も重く、C，D，Eが609前後にまとまり、

Fが429と最も軽くなっている。

長径と短径の関係では､A,B群がぼぼ同じところにまとまっている。また重孟でば差がある

ものの、C群もA，B群に近いところにまとまっている。A，B，C群は、全体として長径と短

径の差が少ないもの、つまり円に近い平面形をもつものといえよう。これに対し、D，E群ば細

長い礫である。D群の場合平均で長径は短径の倍以上になっている。F群も、小型ではあるが、

細長い形状をしている。

（7） 自然遺物

I黒層上面に象られた自然遺物は、次表の通りである。エゾシカの骨が多く、ぼかに大型ク

ジラの骨、 アカニシ、ホタテガイなど海産のものが染られる。また、サケの歯、椎骨、 ウグイ

の椎骨等がかなり含まれてL､る焼土がある。表の他、 力ワシンジュガイが各所より検出されて

いる。

第1黒色土層上面の自然遺物

発掘区焼土陸 獣海獣魚 ・ 貝発堀区焼土陸 獣海獣魚 ・ 貝
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3珠洲系陶器とユウフツ越

珠洲系陶器は、東北日本の日本海沿岸を中心に、北海道まで広く分布している。かつては、

能登半島の珠洲で生産されていた陶器が、 日本海航路によって一元的に流通したと考えられて

いたが、最近の研究でば、秋田周辺でも窯が発見されて託り、 さらに産地が増加する可能性が

ある:E')産地の問題については、胎土の化学分析によって追究が行われれて鈴り(雄2)、 珠洲諸窯

の調査に基く編年作業とともに、珠洲系陶器の実体が次第に明らかになってきている。

北海道内において、珠洲糸陶器は本遺跡のばか桧山・渡島地方を中心に、寿都町樽岸、神恵

内観音洞窟、千歳市末広遺跡、室蘭市絵鞆遺跡から出土している管3)上ノ国竹内屋敷出土の壷片

は、 I期（12世紀末～13世紀初）とされており、瀬棚からはH1期(13世紀後半）の片口鉢が出

土している:腱4)しかし、ほかはぼとんど1V期(14世紀代)、V期(15世紀前半)、V1期(15世紀後

半）のもので、V期以降が主体をなしている。器種は、片口鉢が多く I～1V期に壷、蕊がわず
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かに雄られるだけである。V期以降は、片口鉢に限定されてしまう。

14． 5世紀の珠洲系陶器に伴う中国陶磁には、青磁の碗・皿・鉢・盤等、天目碗がある。余

市町大浜中出土のものは有名である。また国産陶器には、瀬戸の灰釉陶器皿・鉢、天目碗、越

前の謡・片口鉢等がある:櫃5）

16世紀になると、道内には環元炎焼成の珠洲系片口鉢がみられなくなり、越前や東北地方北

半の生産と考えられている酸化炎低火度焼成の片口鉢等にかわる。その理由として、 16世紀初

めに珠洲諸窯の流通圏が能登半島の一部に限定され、越前の製品が東北日本に広がることがあ

げられる。 この時期の中国陶磁にば、明の青磁・白磁に加えて、染付碗・小皿が多くみられる

ようになる。国産陶器には、越前のぼか瀬戸・美濃の灰釉皿・天目碗も多いf6）

本遺跡周辺では、千歳市末広遺跡から、珠洲系片口鉢のぽか、明染付小皿・碗、美濃灰釉小

皿･天目碗等が出土している。片口鉢片の時期ははっきりしないが、他は16世紀中頃に位置づ

けられるgf7)また、釜加遺跡では、赤褐色を呈する摺鉢がゑられる。備前系統で、 17世紀代のも

のであるf8)一方、本遺跡の珠洲系片口鉢は、V期からV1期頃のもので、 15世紀中頃の年代が考

えられる。使用痕から象て、かなり伝世したものと思われるが、他の中世陶磁器類は出土して

いない。以上のことから、千歳市周辺では、 15世紀代の珠洲系片口鉢を伴う時期と、 16世紀代

の染付等を伴う時期と17世紀代の備前系摺鉢の伴う時期の3つの遺物群の存在を想定すること

ができそうである。だが、 3者が連続するものかどうか、 またそれぞれの遺物の組糸合わせが

どうなのかは、 まだはっきりしていない。

本遺跡のI黒層上面における片口鉢は、 2～3cmの黒色土に糧われて出土している。Ta-b

火山灰を直接かぶった状態で出土している焼土や鉈、斧などの遺物と比べて、古いものである。

従って、 I黒層上面の遺構･遺物は、 15世紀中頃以降、Ta-b火山灰が降下する1667年までの

約200年間に残されたものと考えることができる。

ところで、中世陶磁器類の分布をみると、海岸に近い遺跡から出土したものが幟とんどでそ

れも日本海側に多い。 これは当時日本海航路が盛んで、その延長として沿岸航路がひらけてい

たためと考えられる。 これに対し、内陸にある千歳市の釜加、末広、美々8遺跡の陶磁器は、

海岸部から内陸交通路によってもたらされたものである。 この3遺跡が、後にユウフツ越とよ

ばれるルート上にあることは、注目してよいであろう。

ユウフツ越は、千歳を経て日本海側と太平洋側を結ぶ交通路の、江戸時代後半における呼び

名であり、美々7 ．8遺跡付近がこのルート上の美を舟着場であった可能性があることば、前

章で述べた通りである。

Ta-b火山灰が降下した寛文7 (1667)年頃に、 この交通路が存在していたことを示す記録

力§ある。寛文9 （1669）年のいわゆるシャクシャインの乱について記した「寛文拾年狄蜂起集

割と「津軽一統志lに川筋を利用した舟による往来のことが簡単に記されている。また、寛

文7年といわれる『蝦夷図」に、シコツ（千歳）をばさんで、石狩川上流の沼と勇払川上流の

沼を結ぶ交通路が線で示されている，，）
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これらの記録を裏付けるように、ユウフツ越の重要な水路の一つになっている勇払川の岸辺

から､Ta－b層に覆われた5艘の丸木舟が出土している幣'0)丸木舟は､Ta-b火山灰の降下によ

り沈没したと考えられている｡厚さlm近いTa-a層とb層が堆積する以前にば､美沢川や美々

川、勇払川の流域は通航に便利で、 これを利用して河川交通が開けていたのであろう。

美々8遺跡のI黒層上面に残された遺構と遺物は、何らかの形でこの交通路と関わりをもっ

ていたのではないだろうか。出土遺物をみると、珠洲系片口鉢をはじぬ、金属製品はすべて本

州よりの渡来品であり、わずかにマレックの象が地元で手を加えられた可能性がある。また、

柱穴列の周辺よりカスガイや釘が出土することから、 これによって上屋が築かれたと考えられ

る。 このことは、和物だけが交易により流入したのではなく、和人が渡来した可能性を示すも

のといえよう。

生活跡に残された道跡と思われる溝は、美沢川の谷と北側の沢につらなっている。 この道跡

や柱穴の周辺に小砂利が散布している。小砂利は本来I黒層中に含まれていないもので、川か

ら運びあげた物などに付着していたものがこぼれ落ち、広がったものであろう。 この道を下っ

た美沢川の淵に、舟着場がつくられていたと考えるのは無理であろうか。 （越田賢一郎）

吉岡康暢1981 「中世陶器の生産と流通 （二)」考古学研究110

三辻利一 1981「分析化学的手法による古代土器の産地推定とその問題点」考古学研究110

等

吉岡康暢1971「北海道の中世陶器」日本海文化6

注3文献

佐々木達夫 1981「日本海の陶磁交易」日本海文化8

注5文献

大谷敏三他1981「末広遺跡」

吉岡康暢氏のご教示による。

北方未公開古文書集成7 所収

佐藤一夫1966「苫小牧市沼の端丸木舟発掘調査概要報告書」
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Ⅳ第1黒色士層の遺構と遺物

1 遺構

(1)土塘（図19,図版13)

位置f-65-88

規模上面(1.10×1.05)床面(0.87×0.89)深さ0.42

形状平面形はぼぼ円形。Ta-c層中に掘り込まれ、床面はわずかに第1I黒色土層を掘り込

んで作られている。用途は不明である。時期は擦文時代と思われる。

±層 I : I黒

11 :黒褐色士(I黒>Ta-c)

m:黄褐色士(Ta-c>I黒）

1V:黒色土

遺物覆土と床面から擦文土器片5点と礫片3点が出土した。

④

f－55■00

ｊ
ｉ
竿 』

オオ,4ア

オオ.4F

Ｂ
’ ｂ

一

オオ.“

､／ JZ,＄オ

／b22BO
－⑨

３
’

』

0 1m 0 5

図19土 塘

（2）柱穴群（図20)

c-65南西部と、e-65の一部に検出された。調査区域外におよぶため、その広がりは明らか

でない。柱穴は、径15～20cmの太めのものから、径5cmぼどの細いものまで鍬られる。

柱穴の分布に規則性は融られない。しかし、柱穴群が検出された区域は、第1グループの土

器が多く出土した範囲と一致する。またI黒層下部からTa-c層上面にかけ、踏象固められた
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図20柱穴群の分布

かのように堅い部分がある。簡単な建物が存在した可能性がある。

2 遺物

(1) 土器（図25～図37、図版14～24)

第1黒色土層から出土した土器は擦文時代に属するものが主体である。他に縄文時代晩期末

葉と続縄文時代に属する土器が少量出土している。

擦文時代に属する土器には壷、蕊、鉢、椀、皿、高坏、坏の器形があり、なかでも艶と坏が

多い。蕊には横走沈線を多用するもの、斜行沈線、縦走沈線、短刻線などの刻文が施されたも

のがあり、坏には粘土紐積悪成形のもの、 ロクロ水挽き成形のものなどがある。 これらの土器

を層位的にとらえることはできなかったが、土器の分布は大きくみて三つの集中地区に分けら
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I黒層の遺物 総計26,515点

過 物 名 分 類 数量備考 過 物 名 分 類 数量備考

土 器 Ib-4

Vc

Ⅵ

Ⅷ(擦文土器）

Ⅶ(土師器）

Ⅶ(須恵器）

土 器 計

や じ り IA3

IA5

やり先・ナイフ IBl

石 錐 類 11A

つま魂付きナイフ ⅡIA2

スク レイパー ⅢB2

石 斧ⅣA2

ⅣA破片

たた き 石 VAI

VA2

3

205

1

19,843

1,831

390

22,273

9

3

1

1

1

1

2

1

1

3

片

片

３

１

１

２

破

２

破

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｖ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅷ

石

石

Ⅲ

石

錘

きたた

擦

石

砥

石

1

1

3

1

7

3

1

1

7

195

6

18

3，628

45 11個体

1

301 1個体

4,242

ア ⅨA．

フレイク・チップ ⅨB

§零;ﾙ岬？ xA
使用痕のある礫XB

礫

土 製 品土

不

金属製品 鍋

石器等計

錘

明

れ、蕊の場合、横走沈線を多用するものと、刻文の施されたものが集中地区を異にしている(図

-24)。これらの集中をそれぞれ第1グループ、第2グループ、第3グループと名付け、グルー

プごとに概略を記すことにする。個点の土器については観察表に示す通りである。

第1グループ（図25～図32）

発掘区の東南部から北西部にかけての台地上端よび北側の沢に向かう緩かな斜面に分布して

いる(e-64, e-65, f-64, f-65)。

このグループの土器は口縁部に横走沈線をあく｡らす鼬で特徴づけられる。刻文が施されるも

のば少ない。蕊は口縁部が外反するものが主体で､肩に段をもつものともたないものがあるが、

両者に横走沈線をめ<･らすものがある。横走沈線にば棒状工具によるものと、ヘラ状工具を引

いて段を作出するものとがあり、一個体の土器に併用されることもある。 口縁部の一部、ある

いば全周に刻目をもつものがある。蕊の他には壷、椀、鉢、皿、坏がある。坏には紐積み成形

のもの、 ロクロ成形のものがあり、前者には体部に稜を作出するものが多い。

第2グループ（図33～図37）

発掘区の西側から北側にかけての沢と､沢に向かう斜面に分布している(c-64,c-65,d-64,

－51－
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図30 1黒層の遺物(6)

d-65)。特にc-64区の沢の部分に集中する傾向が染られる。

刻文の施された甕が主体である。刻文が施された甕には口縁部が外反するものと、口縁部が

外反して上部で立ち上るものがあるが、後者が多い。横走沈線、交差する斜行沈線、縦走沈線、

短刻線などが組み合わされた文様帯をもつ。なお文様帯の地に横走沈線をもたないもの、ある

いは文様帯が多段となるものがある。甕の他には刻文が施された鉢、土師器坏、椀、土師系須

恵器坏、土師器系鉢などがある。

第3グループ（図37）

発掘区西部の美沢川に向かう南側斜面で比較的せまい範囲に集中していた。三つのグループ

のう､ら分布範囲が最もせまく、出土点数も少ない(c-65, d-65)｡

第2グループと同様、刻文の施された甕が主体で、他に体部にハケ目をもつ内黒の鉢がある。

第1グループ、第2グループでみられた土師器坏、須恵器坏は出土していない。 （工藤研治）
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図32 1黒層の遺物 (8)

1） 土師器・須恵器等について

第1～3グループ.の土器には、土師器、須恵器、第1～3グループ.の土器には、土師器、須恵器、土師質須恵器¥‘土師器系土器f2刻文土器が

ある。 ここでは刻文土器を除いた各種土器の観察の結果をのべることとする。

色調が淡褐色ないし灰褐色を呈し、器肌力:土師器的で、須恵器的な製作技法をもつものを土師

質須恵器とした。

一般的な整形技法は土師器と同様なものであるが､形態的にはここで言う土師器とは明らかに

差が融られ、 L､わぱ土師器的様相をもった土器である。

（65ページiこ続く）

＊ ※1

※2
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土師器（1， 2， 4， 46～65, 105, 109～111)

「－粘土紐積み上げ

-E亨哩卿“蝋‘-Eｰ瞳“
1．成 形

一E→_“…“
［悪2．整 形

有 稜(段）

千3．体部・内面

黒色処理(内黒）

-F"4．底 部

~

zL二手

f亜
~

認 ~
~

鉢 ~~

~

椀 ~

坏 ~

~

壷（1， 2）・蕊（4） ；壷、斑に共通する整形手法は、 口頚部のなで潟よび胴部のへラみが

きである。 4は内面を黒色処理しており、胴部中位以下にはへうけずりがなされ、その後に口

頚部および胴部の内外面ともにへうみがきが行なわれている。整形手法は後述する粘土紐積象

上げ成形の鉢、椀、坏に共通する。壷、謹とも最大幅を胴部にもつ。

鉢（55） ；整形手法は粘土紐積染上げ成形の坏と同じである。丸底をなすものと思われる。

椀（46, 47, 109～111) ; 46は体部上位に稜（段）をもち、体部にハケ目を残すが、最終的な

器面調整はへうぷがきである。 47は体部が内聾気味に立ち上がり、体部、底部の内外面ともに

へうみがきがなされる。 109～11lはいずれもロクロ成形で、 109， 110には高台がつく。 llOの

内面には黒色処理がなされる。 109～111とも切り離しは回転糸切りによる。

坏(48～54,56～66,105） ；①､粘土紐積巍上げ成形のものが大半を占める(48～54, 56～65)。

これらに共通した整形手法は、体部および底部の内外面に象られるへラみがきである。体部の

中位から上位､体部の下端に稜(段)を作出するもの(48～54,56～60)とそうでないもの(61～65)

とがある。底部形態には丸底と平底があり、平底のものば、底面観が直線的でなくやや丸味を

おびる。

②、 内面を黒色処理しているものが多い（48～54， 56， 58， 60～65）

③、 ロクロ成形のものは、第1 ・第2グループに各1点のみ､である（66, 105)。 66は右回転

へラ切り離し、105は回転糸切り離しがなされる。105の体部下端にはへうけずりによる器面調

整が行なわれてL､る。

椀と坏についてぷると、第1グループには粘土紐積み成形のものが多く、第2グループはロ

クロ成形のものだけである。第1グループと第2グループには時間差があるものと思われる。

須恵器（68～72, 74～77）

第2. ・第3グループには出土していない。

I
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'成形-に御寧上げ→｡'･穫形

2側'嘩L-Eゑこ|罐

糺塵 “-{二% 鴬

'一吹調鱸-E瓢熟L…縁綱龍

分＝

(亜
~ ~

椀
~ ~

~

Ⅲ ~ ~

坏 ~ ~

壷(76, 77） ；いずれもロクロ成形である。76には高台が付き、器形および内面のつくりから

短頚壺の一種と思われる。 77は口頚部だけで、薄手のものである。頚部は短く、肩部が張る器

形をなすものと思われる。

椀(74, 76） ； 2個とも深底で、 ロクロ成形。75は付け高台である。いずれも器面の荒れは象

られず丁寧な仕上がりである。他の須恵器よりも整形、胎土が良い。

皿(68， 69， 72） ；ここで皿としたものば、内面で底部と体部の境が明瞭でなく扁平な形状を

もつもので、坏よりも浅い。 3個とも胎士に多くの砂粒が含まれている。68， 69， 72は粘土紐

積み成形の後にロクロによる整形がなされたものである。72は高台状の底部をもつ。68は左回

転へラ切り離し、 69は右回転へラ切り離し、 72は回転糸切り離しが行なわれている。

坏(70, 71) ; 2個とも胎土に多くの砂粒を含んでいる。70， 71とも粘土紐積み成形の後にロ

クロ整形がなされている。 70， 71ともに切り離しは回転糸切りである。

土師質須恵器（67, 73, 106, 107)

坏だけである。

1．成 形一粘土紐積み上げ→ロクロ整形
~

…錨-{二迄二m墓右，
一

坏 ~

3．底 部 ホIz 底
~

4．二次調整一底部切り離し後の周縁調盤~

67， 73は右回転へラ切り離しで、 105は回転糸切り離し後に底部周縁を手もちへラけずりに

よって調整している｡107はロ縁部だけが青灰色を呈しており、焼成は他の3点とくらべて良い。

いずれも粘土紐積象成形後にロクロ整形がなされたもので、須恵器の成形と共通する。

土師器系土器（3， 5～8， 9～23, 27～36， 44， 45， 79， 80， 108， 117)｡

このタイプの土器は大半が第1グループに含まれており、第2， 3グループではわずかであ

（88ページに続く）
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I 黒層の土器観察表

器 形 の 特 徴口 ・ 底 ・ 高何番号 発掘区 名称

肩部に段をもつ。胴部は球形に近い。最大

幅を胴部にもつ

壷 (13.0） ・ 7．2 ．(15．6)1 e-65－34

頚部がくびれ，ロ縁部が垂直に立ち上がる。

頚部および肩部に段をもつ。底部が張り出

す

寵e-65-18 14.5 ･ 7.0 ･ 20.72

口縁部がゆるやかに外反。胴部はやや丸味

をおび，細身である

蕊 (16.5)・－．－d-64-073

蕊 (22.8） ・－．－e-65-094

蕊 20，7 ．－． －－－－－e-65－515

艶 (24.0） ・－．－e-65-196

は段状

蕊 25．0 ． ‐－－－・ ‐--‐e－65-18

-19

7

喪 n1.3 ･ 7.7 ･ 26,2e-65-328

霊 24．2 ． 8．5 ． 30．2f-65-789

聾 25．3 ．－．－e-65-34

－43

10

蕊 26．0 ． 7．3 ． 28．3f-65-8411

－68－



成整形の特徴 文 様 術 考

土師器

底面木葉痕

口頚部なで。肩部から胴部下半にかけてへ

ラみがき。内面み､がき

頚部に浅い横走沈線をもつ 土師器口頸協内外面ともにな-で。肩部から胴部下

半にかけてへラ詮がき

口頚部なで。胴部ハケ目＋みがき。内面ハ

ケ目あり

土師器系土器頚部から胴上部にかけて横走沈

線をもつ

I二'縁部横方向へのへう.ｽAがき･胴部上半な

で。胴部下半へラけずり。内面みがき

土師器

内黒

ロ縁部と底部の内外面にへうみがき。胴部

条痕十ゑがき･内面粗い条痕

土師器系土器

口縁部なで。頚部から胴部ハケ目＋みがき

内面ハケ闇

土師器系土器

頚部縦位粗いハケ|号i･胴部は主として粗い

ハケ目。内閲にも粗いハケ目あり

口頚部横走沈線 土師器系土器

口頚部なで。肩部から胴部下半にかけてハ

ケ目。内面ハケ目

口縁部は段状をなし以下無文帯

をはさみ横走沈線をもつ

土師器系土器

口縁部なで。頚部から底部にかけて条痕あ

り。内面では口縁部から胴上部にかけて条

痕、胴下部みがき

口縁部は段状をなし以下無文帯

をはさみ横走沈線をもつ

土師器系土器

IEI縁部なで。頚部へﾗﾕﾍがき･胴部条痕十

みがき。内面条痕十みがき

口縁部段状をなす。以下無文帯

をはさゑ浅い横走沈線

土師器系土器

口縁部なで。頚部,胴上部条痕十みがき。

胴部から底部にかけてへラみがき

頚部に横走沈線をもつ 土師器系土器

底面ササ圧痕
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器 形 の 特 徴

口縁部外反

番号 発攝区 名称 底 ． 高御口 。

鼬12 e-65-05 26．5 ． －－－－－－ ．－

蕊 口縁部外反e-65-96 23‘7 ．－．－13

聾 口縁部外反f-65-57 11.8 ． 5.0 ． 9．414

16.9 ･ 5,7 ･ 14 口縁部外反。肩部に段をもつ。 口唇に稜を

もつ

灘f-65-87

－88

15

口縁部外反。肩部に段をもつ。底部やや張

り出す

鯉 20.1 ． 8.5 ･ 19.9f-65-8416

'三'縁部外反斑f-65-69 24．0 ．－．－17

口縁部外反。 口唇に稜をもつ。肩が張る鼬 16.5 ･ 6~2 ･ 15.8e-65-0918

14.3 ･ 5.3 ･ 11.8 口縁部外反。肩部に段をもつ蕊f-65-8719

口縁部外反。 口唇に稜をもつ鼬 14.3 ． 4．8 ･ 10．8e-66-0020

口縁部外反蕊 25．0 ．－．－f-65-6921

口縁部外反。 口唇部に稜をもつ灘e－65-19 28．2 ．－．－ワワ
旦臼

蝿 28.0 ･--.－－e-65-0623
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文 備 考成整形の特徴 様

土師器系土器口縁部から頚部にかけてハケ目十なで。内

面ハケ目十なで

頚部に横走沈線

土師器系土器

口縁部内外面に丹塗

口縁部なで。口縁部内面ハケ目 口縁部から頚部にかけて段状を

な-す

口縁部から頚部にかけてなで。胴部および

内面ハケ目

口縁部から頚部にかけて横走沈

線

土師器系土器

口縁部な-で。胴部へうふがき･内面ハケ目 口縁部から頚部にかけて横走沈

線

土師器系土器

ロ縁部から頚部にかけてなで。胴部縦位の

ハケ目。内面なで

口縁部は段状をなし頚部から肩

部にかけて横走沈線をもつ

土師器系土器

口縁部から頚部にかけてなで。胴部内外面

ともにハケ目。 口緑部内面ハケ目十なで

口縁部から頚部にかけて横走沈

線

土師器系土器

口縁部から頚部にかけてなで。胴部内外面

ともにハケ目。 口縁部内面ハケ目十なで

口唇の稜線上の一部に刻異人目を

もつ

土師器系土器

口縁部なで。胴部ハケ目。内面みがき 口唇上の一部に刻み､目。頚部に

横走沈線をもつ

土師器系土器

口縁部なで。胴部ハケ目十へラけずり 口唇稜線上の一部に刻桑目 土師器系土器

口縁部なで。胴部内外面ともにハケ目。 口

縁部内面ハケ目十なで

口唇上に刻み､目がめ<･る。 口縁

部から頚部にかけて横走沈線を

もつ

土師器系土器

口縁部から底部にかけてなで。胴部内外面

ハケ目

口唇部稜線上に刻み目がめぐる。

口縁部段状，無文帯をはさみ横

走沈線あり

土師器系土器

口頚部内外面ともにハケ目十患がき 横走沈線あり 土師器系土器
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器 形 の 特 徴

口縁部外反しややたちあがる

番号 発掘区 名称 ロ ． 底 。 高㈲

寵f-65-77 30．0 ． －－－－ ．－－-一24

e-65-19 " 口縁部外反29．0 ．－．－25

口縁部外反しややたちあがる艶 20．2 ．－－．－－－26 e-66-10

蝿 (26.2） ・－．－e-66-0027

蕊 17．2 ． 6．7 ． 1628 e-65－51

つ。 口唇に陵をもつ

蕊 28．6 ． 8．0 ． 35．1f－65－7829

蕊 28．7 ． 7．7 ． 35．5e-65-9030

寵 -－－ ． 7．4 ．－f－65－6931

蝿 -－－－ ． 8．4 ． －－－f-65－9932

艶 －． 7．5 ． ‐一一一f-65-8633

悪 －． 7，8 ． ‐－－e-65-1634

蝿 －． 5．4 ． －一一e-66-1035

－72－



考成整形の特徴 様 備文

丹塗り痕跡あり口縁部なで。胴部および内面へラみがき 口縁部から頚部にかけて横走沈

線。部分的に斜位の沈線。 口線

部肩部に刻魏目

頚部に鋸歯状の沈線胴上半ハケ目。胴下半ハケ目＋みがき。 口

縁部内面ハケ目｡胴部内面ハケ目＋みがき

ロ縁部はゆるい段をなし無文帯

をはさんで頚部に横走沈線。横

走沈線の下に鋸歯状沈線

口縁部内外面ともに'､ケ目十なで

土師器系土器口縁部ハケ目。肩部・胴部ハケ目十へラみ

がき。肩部のへうぷがき強い。内面口縁部

ハケ目十へラみがき。胴部ハケ目

土師器系土器口縁部ハケ目。胴部'､ケ目十へラみがき。

頚部部分的に横走するなで。内面ハケ目

土師器系土器口縁部から頚協にかけてなで｡胴部ハケ目。

内面ハケ目

土師器系土器口縁部内外面ともになで。頚部ハケ目十な

で。胴部ハケ目十へラみがき。胴部内面ハ

ケ目

頚部横走沈線 土師器系土器胴部ハケ目十部分的に魂がき。内面ハケ目

十なで

内外面ともにハケー目

内外面ともにハケ目

胴部粗いハケ目十へラ象がき･内而粗いハ

ケ目

底面ササ圧痕胴部ハケ目十へうぷがき･内面ハケ目
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番号 発掘区 名称 口 。 底 。 高個 器 形 の 特 徴

誕36 e-65-09 －． 6．8 ．－

37 e-65-19 一一一 ・ 8，0 ．－

底部張り出す38 e-65-29 -－－ ． 7．2 ．－

底部張り出す39 f-65-69

底部やや張り出す40 e-65-06 －． 6．9 ．－

底部やや張り出す41 e-65-34 －． 7．8 ．－

底部張り出す。揚げ底e-65-4242 －． 4．3 ．－

43 e-65-41 －． 3．5 ．－

口縁部外反。やや肩が張る。底部四ケ所切

l)こ染あり。底面くぼみあり

e-65-19 10.3 ． 5，5 ． 9．844

口縁部四ケ所突出。底部張り出す45 e-66-00 13．3 ． 57 ･ 13.0

口縁部外に広がる。体部上位わずかに稜が

作出される。丸底

椀f-65-88 16．0 ．－． 8.046

椀47 e-63-16 13.1 ･ 6.5 ． 6.7

口縁部外反。体部上位に稜をもつ坏e-65-34 16．6 ． 6.0 ． 6.048

口縁部外反。体部中位に稜をもつ坏e-65-62 17，5 ． 6.0 ･ 5.749

口縁部外反。体部中位に稜をもつ坏e-65-19 17．8 ． 6．5 ． 6.(）50

－74－



備 考様成整形の特徴 文

土師器系土器

底面ササ圧痕

頚部横走沈線胴部ハケ目十へラ鍬がき･内面ハケ目

曜面ササ圧痕底部内外面ともにハケ目

底面木葉痕底部へラみがき｡内面ハケ目十へラみがき

底面ササ圧痕底部なで。内面ハケ目

胴部へラみがき。底部ハケ目十なで。内面

ハケ目十へうゑがき

胴部'､ケ目十へラみがき

胴部へうゑがき

内外面ともになで

土師器系土器口縁部胴部内外面ともにみがき｡底部なで

底部刻異k目あり 土師器系土器外面粗雑なへラみがき。 口縁部内面なで。

胴部内面ふがき

口縁部なで＋みがき。体部粗いハケ目＋み

がき。底部へラ削り＋糸がき･内面斜めの

へラみがき

土師器

内黒

体部へラ蕊がき･底部なで。内面へラみが

き＋なで

土師器

口縁部なで。

ずり。内面，

ラみがき

体部および底部丁寧なへうけ

口縁部なで。底部放射状のへ

土師器

内黒

器師

黒

土

内

内外面ともにへうみがき

土師器

内黒

口縁部なで。体部舞よび膳部へラみがき。

内面へうみ､がき＋なで
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番号 発掘区 名称 口 ． 底 。 高○

22．0 ．－． 8．0

器 形 の 特 徴

51 e-65-41 坏 口縁祁・体部に陵をもつ。直立に近い口縁

部をもつ

52 坏f-65-78 19．4 ．－． 6．3 半球形を呈し口縁部わずかに内轆する。体

部に浅L､沈線を環しわずかな稜を作出して

いる。丸底に近い

坏53 f-65-98 19．8 ． 5．5 ． 6，4 口縁部外反。体繩に稜をもつ

坏54 f-65-86 18．5 ． 5.5 ． 6,0 口縁部外反。 口唇がわ~ずかに内傾する

鉢55 e-65-53 25．3 ．－．－ 口縁部外反。体部下位に稜をもつ

坏56 e-65-81 口縁部外反。体部下端に稜をもつ19.0 ･ 8,5 ． 6.0

坏e-65-0557 18.4 ．－． 6.0 口縁部外反。体部下端に稜をもつ。丸底に

近い

坏58 f-65-55 17.8 ． 9.5 ． 5.5 1.縁部外反。体部下端に稜をもつ

坏59 e－65－09 口縁部外反。体部下端に沈線を環しわずか

な稜をもつ

16"0 ．－． －－－－

坏60 f-65-87 22．8 ．－．－ 口縁部外反。体部下端に稜をもつ

坏61 f-65-69 半球形を呈し椀Iこ近い形態をとる。体部に

浅い沈線を環す

155･ 9､0 ． 5@3

坏62 e-65-29 半球形を呈し椀に近い形態をとる。丸底15．9 ．－． 6．5

坏63 e-65-35 13．1 ． 6．5 ． 6．7 半球形を呈~ず。丸底に近い

－76－



術 考寺
〈 様成整形の特徴

土師器

内黒

体部へラ録がき･厳部粗いハケ目十へラ異人

がき。内面へラ雄がき

土師器

内黒

口縁部なで。体部礒部へラみがき

土師器

内黒

体部内外面ともにへうみがき。底部へうけ

ずり

土師器

内黒

体部内外而ともにへうみがき。底部内面放

射状のへラZ人がき

土師器口縁部内外面ともになで。体部内外面とも

にへう象がき

土師器

内黒

内外面ともにへうみがき

土師器口縁部なで。体部底部粗いハケー目十へラ象

がき･内面へラ難がき

土師器

内黒

口縁部なで。体部底部へラみがき。底部内

面放射状のへラみがき

器師

黒

土

内

口縁部なで。体部内外面ともにへうみがき

土師器。内黒。紐積

痕が認められる

口縁部，体部内外面ともにへうみがき

土師器

内黒

口縁部， 休部内外面ともにへうみがき

器師

黒

土

内

体部内外面ともにへう象がき

土師器

内黒

内外面ともにへう象がき･底部内面放射状

のへラ録がき

－77－



番号 発掘区 名称 口 。 底 。 高tm) 器 形 の 特 徴

坏64 e-65-06 15．9 ． 6．5 ． 6．5 口縁部わ~ずかに内弩

坏65 f-65-86 18．5 ．－． 6.0 口縁部わずかに内湾

坏66 e-65-04 15．2 ． 6．0 ． 4．5 底部から直線的に拡がる体部をもつ。内外

面ともにわ~ずかな凹凸をもつ

坏67 e-65-19 底祁から体部にかけてやや内蟹ぎみに立ち

上がり， 口縁に至って外反する。底部内面

に凹凸あり

17．8 ･ 6.5 ． 6．0

e-65-0968 皿 16_0 ． 10.5 ． 5.3 底部内面に凹凸をもち体部にかけてやや内

聾ぎみに立ち上がり口縁部に至って大きく

外反する

69 f-65-87 皿 22．8 ．－． 7．6 底部内面に凹凸をもち体部にかけてやや内

聾ぎみに立ち上がり口縁部に至って外反す

る

坏70 f-65-57 底部内面に凹凸をもち内避ぎみに立ち上が

り， 口縁部でわずかに外反する

－■■－＝－

¥

坏 12.8 . （7．0） ・ 4．271 e-65-15 底部から内雪ぎみに立ち上がり口縁部で外

反する。体部に明瞭な凹凸をもつ

72 f－65－97 (15.0) ． (7.0) ・ 3．5皿 底部から体部にかけて内鐵ぎみに立ち上が

り口縁部で外反する。底部と体部の境に調

整を加えわずかに高台を作出する

坏73 e-65-24 13．5 ． 7．5 ． 3．5 底部から体部にかけて内聾ぎみに立ち上が

り口縁部で外反する

椀74 e-65-33 14.0 ．－．－ 体部はやや直立ぎみに立ち上がる。体部に

凹凸を残す

78－



考成整形の特徴 文 様 備

口縁部なで。体部底部へラ象がき･休部内

面縦位へラ鍬がき

土師器

内黒

口縁部なで｡体部内外面ともにへう象がき 土師器

内黒

底部右回転へラ切り。 ロクロ成形 土師器

底部右回転へラ切り。粘上紐積玲の後， ロ

クロ整形

土師質須恵器

底部左回転へラ切り。鮎ﾆﾋ紐積象の後， ロ

クロ整形

須恵器

腰部右回転へラ切!)。粘土紐雁認の後， ロ

クロ整形

一声宙畢里
狽,,二』､白面

回転糸切り。粘土紐繭盈の後， ロクロ整形 須恵器

回転糸切り。粘土紐積みの後， ロクロ整形 須恵器

回転糸切ﾄ〕･粘土紐胤砕の後， ロクロ整形 須恵器

~

底部右回転へラ切り。粘土紐積みの後， ロ

クロ整形

土師質須恵器

ロクロ成形 須恵器

－79－



番号 発掘区 名称 口 ． 底 。 高tm) 臥里 形 の 特 徴nIr

底部内面に凹凸をもち内醤ぎ難に立ち上が

り， 口縁部でわずかに外反する。貼り付け

高台

椀75 e-65-46 14.6 ． 7.2 ･ 7.8

壷 底部内面に凹凸をもち直立ぎみに立ち上が

る。高台付き

76 f-65-19 一・ （5.5） ・－

吾J二

唖鳶 口縁部に稜をもつe-65-36 (3.5） 。 .
ワワ
1J

蕊 口縁部ゆるやかに外反78 d-64-08 22．5 ．－・ ‐----

蕊 口縁部外反し，ゆるやかに立ち上がる22．5 ．－．一一一79 d-64-73

蕊 口縁部が正直に立ち_上がり， 口唇が内傾。

底部が張り出す

(13‘6） ・ 5．5 ． 9．980 d-64－65

灘 口縁郎外反し稜をもつ(24’8） ・－．－d-64-7481

聾 口縁部外反しやや内傾｡口縁祁に隆帯あり。

底部張り出-す

c-65-53 28．7 ． 7．9 ． 33．982

口縁祁外反し上部で立ち上がる。 口縁部に

隆帯あり。底祁張り出す

難d-64-94 26鷺3 ． 8．6 ． 34．483

口縁部外反し_l二部で立ち上がる。 にI縁部に

隆帯あり

喪c-64-09 28．8 ． ｡84

－80－



考術成整形の特徴
千7今
JL 様

須恵器底部へラ切り。 ロクロ成形

須恵器内面外面ともなで。 ロクロ成形

須恵器口頚部なで。 ロクロ成形

外側から突いた突癖文あり口縁部内外面ともになで。胴部ハケ目十へ

ラみがき

土師器系土器口縁部頚部無文帯をはさんで横

走沈線あり

口縁部内外面ともになで｡頚部内面ハケ目

土師器系土器口縁部横走沈線口縁部内外面ともになで。胴部ハケ目十へ

ラみがき。底部ハケ目十なで。胴部内面ハ

ケ目

口縁部稜線上に斜めの短刻。頚

部上半横走沈線十斜行沈線。頚

部下半綾杉状沈線十斜行沈線

口縁部なで。頚部ハケ目。胴部ハケ目十へ

ラみがき。内面粗いハケ目十へラみがき

内黒口縁部隆帯上および文様帯下端

に短刻あり。頚部横走沈線十斜

行沈線

口縁部へラユ人がき。頚部ハケ目。胴部ハケ

目十へラ象がき･内面へラみがき

口縁部隆帯上および文様帯下端

に短刻あり。頚部横走沈線十斜

行沈線

口縁部なで。頚部ハケ目。胴部ハケ目十へ

ラ鍬がき･底部ハケ目。内面へラみがき

口縁部陸帯上および文様帯下端

に短刻あり。頚部機走沈線十縦

漏よび斜行沈線

口縁部なで。頚部ハケ目。胴部へうゑがき･

内面へラ鍬がき

-81-



番号 発撮区 名称 口 。 底 。 高掴

20．4 ． 6．7 ． 21.0

器 形 の 特 徴

艶85 d-64-64 口縁部外反し上部で立ち上がる。 口縁部隆

帯あり

蕊 (11.3) ・－．－86 d-65-50 口縁部外反

灘87 d-65-41 21‘5 ． 7．4 ． 24．2 口縁部外反し上部でやや立ち上がる

蝿88 d-65-51 －． 6．8 . ‐－－

鼬89 c-64-49 底部張り出す－－－． 8，0 ． ‐---‐

蝿90 d-64-93 口縁部外反すると思われる
＝ ＝

灘91 c-65-21 27．5 ．－－－．－ 口縁部外反し上部~で立ち上がる

型92 d-64-74 22，5 ．－．－－‐ 口縁部外反し上部で立ち上がる

鼬93 d-64-93 26．8 ． ● 口縁部外反し上部で立ち上がる

－82－



成整形の特徴 文 様 備 考

口縁部なで。頚部ハケー目。胴部へラュ人がき。

内面へうゑがき

口縁部隆帯上および文様帯下端

に刻み目あり。頚部横走沈線十

斜行沈線

口縁部および頚部なで。内面へうみ､がき 横走沈線十縦および斜行沈線

口縁部なで。胴部および底部粗いハケ目十

なで。内面へうみ､がき

口縁部隆帯上および文様帯下端

に短刻あり。頚部横走沈線十縦

走沈線十斜位短刻

胴部内外面ともに粗いハケ目 頚部横走沈線十斜行沈線。文様

帯下端に短刻あり

頚部ハケ目。胴部'､ケ目十へラみがき。底

部ハケ目十なで｡内面ハケー目十へラ象がき

頚部横走沈線十斜行沈線。文様

帯下端に短刻あり

胴部ハケ目十部分的にへうみがき。内面へ

うゑがき

頚部横走沈線十斜行沈線。文様

帯下端に短刻あり。沈線はごく

浅い

口縁部ハケ目十なで。頚部ハケ目。胴部ハ

ケ目十部分的にへうみがき。内面へうゑが

き

口縁部隆帯上および文様帯下端

に短刻あり。頚部横走沈線十縦

走沈線十山形沈線十斜位短刻

1ｺ縁部なで。胴部および内面へラみがき 口縁部隆帯上および文様帯下端

に短刻あり。頚部横走沈線十縦

走沈線十斜行洗線

口縁部なで。頚部および胴部ハケ目。内面

へラ象がき

口縁部隆帯上に貼り瘤。隆帯お

よび貼り瘤上に短刻線あり。文

様帯は横走沈線を境に上下二分

割される。文様帯下端隆帯上に

うず巻き状の型押し文あり

－83－



器 形 の 特 徴

口縁部外反し上部で内傾。底部張り出す

名称 口 ． 底 。 満㈲番号 発掘区

蕊 24.3 ･ 8.0 ． 27､5c-65-4294

口縁部外反。斑部やや外反婆 19．5 ． 7@5 ･ 21.2d-64-9395

'二I縁部外反し上部でやや内傾塾 26．5 ．－．－96 c-65-

一一一・ 6．7 ．－d-65-5197

-一一一 ・ 6．3 ．－d-65-7098

－－－ ． 5．5 ．－d－65－6099

--一一・ 4．2 ．－d-64-93100

鉢 17.0 ． 5.4 ． 9.4d－64－73101

高坏？ -一一一 ・ 5．5 ．－d-64－83102

鉢？d-64-83103
－■ で

窪 14．5 ． 5，0 ． 17．8g-65-94104

坏 11.8 ． 5.5 ･ 5.3c-65-11105

坏 12.9 ･ 6.8 ･ 5.3d-64-93106

反する。体部には凹凸がみられる

－84－



考術成整形の特徴 文 嫌

口縁部隆帯上に短刻あり。頚部

文様帯は織走沈線と短刻を境に

三段に分割される

口縁部なで。頚部および胴部へラ象がき･

唯部なで。内面へラみがき

口縁部浅<幅広の横走沈線十短

刻。頚部縦走沈線＋山形沈線。

文様帯下端横走沈線十短刻

口縁祁なで。頚部および胴部ハケ目十桑が

き･底部ハケ目十なで。内面へラみがき

口縁部なで。頚部ハケ目。胴部へラみがき。

内面へラみがき

ロ縁部および文様帯下端に短刻。

頚部凝走あるいば斜行する沈線

にそって短刻

In上部に横走沈線あり胴祁および底部ハケ目。内面ハケー目＋ヘラ

みがき

胴部ハケ目。底部ハケ目十なで。内面へラ

みがき

胴部および内面へラみがき。底部なで。

底部ハケ目十なで。内面へラみがき

山形沈線十平行沈線十鋸歯状沈

線

口縁協体部下半および内面へラ魂がき･休

部上半文様帯の部分だけハケ目

底面短刻あり睡祁なで。内面および底面へラ悪がき

底部なで

|ｺ縁部および底部なで。頚擶胴部;および内

面へうふがき

口縁部横走沈線十短刻。頚部横

走沈線十斜行沈線。文様帯下端

短刻

体部下端へうけず！)。回転糸切り

土師質須恵器体部下端へラけずり。回転糸切りの後， 周

縁を左胆Iりへうけずりによって調盤

－85－



番号 名称発掘区 口 . 底 ． 高御 器 形 の 特 徴

体部は内遥ぎみに立ち上がり口縁部ばわず

かに外反する

坏107 d-64-93 15．2 ．－． ‐－－－

体部はほぼ直線的に立ち上がる。貼り付け

底部

鉢108 d-64-55 16_5 ． 6.2 ． 6.7

体部は内弩ぎみ､に立ち上がり口縁部は外反

する。体部中位にわずかな稜をもつ。体部

下端ばすぼまり高台を作出している

椀109 d-64-56 12．5 ． 4．0 ． 2．5

体部はやや内聾ぎみに立ち上がり口縁部は

外反する。高台をもつ

椀110 d-64-54 16．0 ･ 6.5 ． 6.6

体部はやや内聾ぎゑに立ち上がり口縁部は

外反する

椀111 d-64-95 17．5 ． 6，0 ． 7.0

寵 口縁部外反し上部で内傾。やや肩が張る112 ９

９

０

９

~
~
５

５

６

６

~
~

Ｃ

、

．

15.0 ．－．－

鼬 底部わずかに張り出す113 d-65-89 －． 6．7 ．－

蝿 口縁部ゆるやかに外反。底部張り出す114 d-65-79 15.8 ． 7．0 ･ 16.7

聾 口縁部外反。底部やや張り出すd-65-79 11.0 ． 5.4 ･ 9.2115

蝿 ロ縁部外反。底部やや張り出す116 d-65-79 12.8 ･ 6.0 ･ 13.0

底部から内脅ぎみに立ち上がり口縁部外反

する。高台をもつ

鉢d-65-99 15.3 ． 4.9 ． 7.4117

－86－



成整形の特徴

体部下端へラけずり。 ロクロ成形

文 様 備 考

土師質須恵器

口縁部および体部下端へラけずり。内面ヘ

ヲけずり＋ヘラ象がき

土師器系土器

体部丹塗I)

回転糸切り。粘土紐積み､の後， ロクロ整形 土師器

回転糸切り。粘土紐積象の後，ロクロ整形 土師器

内黒

回転糸切りの後，周囲をへうけずりによっ

て調整

土師器

口縁部なで。頚部ハケ目。胴部および内面

へラみがき

口縁部および文様帯下端沈線十

短刻。頚部横走沈線十縦走沈線

十短刻

胴部および底部ハケ目。内面へラZ人がき 平行沈線十縦走沈線十斜沈線。

文様帯下端短刻

ロ縁部なで。頚部胴部底部粗いハケ目。内

面へラ象がき

口縁部隆帯上にうず巻き状の型

押し文あり。頚部綾杉状の沈線。

文様帯下端横走沈線十鋸歯状沈

線

底面ササ圧痕あり

口縁部なで。胴部底部ハケ目。内面へうゑ

がき

口縁部横走沈線。胴部上半斜行

沈線。文様帯下端横走沈線十鋸

歯状沈線

木葉痕あり

口縁部幅広の横走沈線。頚部斜

行沈線。文様帯下端横走沈線十

山形短刻

口縁部なで。頚部ハケ目。胴部底部ハケ目

十へうゑがき･内面へラみがき

底面ササ圧痕あり

口縁部へラみがき｡休部および底部ハケ目。

内面へラみがき

土師器系土器

内黒

－87－



1．成 形一粘土紐積ふ上げ~

-E惹孟嘉竺裳”2．整 形

一横走沈線

一きざみ
3． その他一

一鯉 寺

漣 ~

~一

鉢
~

一J‘ 一L ゼノ 11里一

一無 文

一丹 塗

る。 このようなあり方は、土師器の椀と坏に染られる成整形手法の相違によるあり方と一致す

る。な拓、胴下部またば底部だけのものは除いておく。

蕊（3， 5～23, 27～31， 36， 44， 45） ；蕊が主体をなす。なお、深鉢としてよいものもみら

れるが、大型の蕊をそのまま縮小したような器形をしてし､るため、小型蕊としてここに含めて

お< (14， 15， 18～20， 28， 44， 45)｡

これらの聾には、①、頚部がくびれて口縁部が大きく外反するもの（5， 6， 8， 9， 11，

21)

②､頚部と胴部の境が明瞭でなく、頚部がやや垂直に立ち上がり、口縁部が外反するもの(12，

13， 16～18， 22， 23， 79)

③、頚部のくびれがそれほど顕著でなく、 口縁部がゆるやかに外反するもの（3， 29， 30）

④、肩部から直線的に外方に広がる口縁部をもつもの(この器形は、小型蕊に多く象られる･

7， 10， 14， 15， 18～20， 27， 28， 44， 45)

⑤、頚部をもたず、 口縁部が垂直に立ち上がるもの（80）などがある。さらに、

①、 口縁部から頚部にかけて数条の横走沈線をめく･らすもの（3， 5～17， 20， 31， 36)

＠．無文のもの（27， 28， 30， 44， 45)

e. 口頚部にぬく･らす横走沈線と口縁部に付す刻みをもつもの(18， 19， 21～23)

に分けられる。

44は底部の4カ所に切り込みがなされ､45は口縁部の4カ所に押圧が加えられ四隅が突出し

たような上面観をなす例外的なものである。

以上の寵に共通した整形手法は、 口縁部内外面のなで、頚部から胴部下半に至るハケ目とみ

がき、内面でのハケ目とみ､がきである。

鉢(108, 117) ; 108は体部が直線的に立ち上がり、底部の周縁には粘土紐を貼り付けて満り、

高台状をなす。体部下端ではへラけずりが、体部中位から口縁部にかけてばへラみがきによる

器面調整がなされる。体部は丹塗されている。117は内湾気味に立ち上がる体部をもち、口縁部

がわずかにひらく。底部には粘土紐を貼り付けており高台状をなす。体部に粗いハケ目を残す。

口縁部でばへうみがきが、内面は黒色処理が行なわれている。 （矢吹俊男）

－88－



2）刻文土器について

第1グループ.から第3グループの刻文が施された土器のぼとんどば謹で､他に鉢などがある。

蕊には口縁部が外反するものと、 口縁部が外反して上部で立ち上るものがあり、後者が多い。

文様は横走沈線、交差する斜行沈線、縦走沈線、短刻線などの組み合わせで構成され、 口縁部

の隆帯上と文様帯下端に刻み目が施されることが多い。 これらの土器は文様帯の地に横走沈線

をもつもの（24, 89～92, 112, 113)と、横走沈線をもたないもの(93～96, 114～116)とに

分けられる。前者をぷると、24は横走沈線上の一部分に山形の沈線が施されている。82～85,92

は交差する斜行沈線および、斜行沈線と縦走沈線の組み合わされたものである。88～90も同種

のものと思われる。このうち85のロ縁部は刻翠目をもたない。91， 112， 113は斜行あるいは縦

走する沈線にそって短刻線が施される｡文様帯の地に横走沈線が魂られないものには94のよう

に文様帯が多段となる土器がある。93の文様帯下端には隆帯の上にうず巻き状の型押し文が付

されている。同種の型押し文は114の口縁部にもみられる。 115， 116は口縁部に横走沈線が引

かれてL､るだけで刻皐目をもたず､文様帯の下端に山形の短刻線が施されている。101は鉢で鋸

歯状沈線と山形沈線が組糸合わされている。102は高坏の脚と思われるもので、もし高坏だとす

れば本遺跡唯一の例である。

な託、 口縁部に外側から突L､た突瘤文が施された土器が出土している(78、図38-13)｡78は

口縁部内外面ともに横なで、胴部ではハケ目を付した後へラ患がきがおこなわれている。もう

一片は小片であるが、内外面ともにへう象がきが認められる。 この種の突瘤文が施された土器

は一般的に北大式に含めて考えられているが、器面の整形を象た場合、第1グループの蕊と共

通する点が多い。 （工藤研治）

（2） 鉄鍋（図39－1～7、図版25）

d-64-93から出土した。腐蝕が進んでいて、301個の小片に割れているが、 l個体分と思わ

れる。 口縁部（1， 2， 3） と体部および足が3本（5， 6， 7）が認められる。

器形は次のようになると推測される。底部は平坦で3本の足がある。体部は、底部からやや

開き気味で直線的に立ちあがり、 1段屈曲して口縁部に続く。口縁部は、2.5cmほどの幅で、

帯状である。 口唇部は、やや内削ぎの平坦面をもっている。耳の形は明らかでない。

千歳市末広遺跡(罐)から､同じ口縁形態で足をもつ内耳鉄鍋が出土してい〕る。本遺跡例も内耳鉄

鍋の可能性がある。 4ば耳の一部かもしれない。

鉄鍋の出土地点は、浅い沢の底にあたり、周囲には刻文をもつ擦文土器の蕊、糸切り底の坏、

土錘、礫等が数多く染られる。いずれも流れ込んだものでなく、ぼぼ廃棄された原位置を保っ

ているものと思われる。遺物の出土レベルを比較すると(図40)、鉄鍋片は土器片よりわずかに

高位にある。しかし、礫群のレベルは、鉄鍋片と土器片を含むように位置しており、 3者は区

分しがたい。若干の問題は残るが、鉄鍋は擦文土器に伴う可能性が強い。 （越田賢一郎）

注） 大谷敬三ぼか1981 「末広遺跡における考古学的調査（上)」
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図39 1黒層の遺物 (14

（3）石器（図41．42）

I黒層からは剥片石器16点、礫石器25点、およびコア・フレイク202点が出土した。剥片

石器では、縄文時代晩期～続縄文時代のものと思われる二等辺三角形をなす有茎のやじり （図

41-9)無茎のやじり（図41-1～7)、太い茎部を特徴としているやり先（図41-10)のぼか、

つま象付きナイフ、スクレイバーがあるのみである。ⅡIAlのつまみ付きナイフ（図41-11)

ば、 I黒層の遺物ではないと思われる｡礫石器では､砥石･擦石の占める割合が大きい｡図42-19

の砥石は粒子の細かい泥岩製のもので、 4面に使用面がありそのうちの2面を集中的に使用し

ている。使用面は中くぼ難になっており、相当長期間にわたって使用されたのでばないかと思

われる。両端部にば細かいたたき痕がみられる。図42－20の砥石も粒子の細かい泥岩製で、 2

面に使用面があり、手に持って使用するのに手頃な大きさのものである。いずれの砥石も金属

製の刃物を研磨するために使用したものではないかと考えられる。擦石（図42-14～16) iX3

点とも小型のものである。 16の擦石は砂岩製で擦り面を4カ所もつものである。砥石・擦石は

擦文時代のものである可能性が大きい。 （遠藤香澄）
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（4） 土錘（図43，図版25）

遺跡北部の沢の底にあたる所からまとまって出土した。周辺には、第2グループ･の土器と礫

が数多く出土している。土錘は、長さ6～7cm,径2cmほどで、重さは259前後である。孔

の径は4～6mmで片側が太い。粘土の芯に棒状のものを通し、手で握って整形しただけの簡

単なもので、握りあとがそのまま残っている。小片となっているものがあり確実でないが、 11

個体分と思われる。

道内では､幕別町(鯨')と松前町静浦D遺跡(唾2)に出土例がある。幕別町の伴出土器ばはっきりし

－91－
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5

ないが、静浦D遺跡でば擦文土器に伴って出土している。いずれも本遺跡のものより小型であ

る。

また東北北部では、土師器に伴った土錘の出土例がある。

注) 1 斎藤米太郎1968土製管玉遺跡について「北海道考古学」第4輯

2 久保泰氏のご教示による

I黒層の石器等(41～43)

大き さ (cm)番
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最大長×賎大幅×鰻大厚

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿

哩

喝

哩

鴫

鴫

Ｆ

や じ l)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

や り 先

つま象付きナイフ

スクレイパー

た た き 石

擦 石

〃

〃

石 皿

IA3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

IA5

〃

IBl

IIIAl

IIIB2

VA2

VAl

VIA2

ⅥA

ⅥB

５

０

６

９

０

０

０

７

７

５

９

９

９

６

３

５

６

８

６

９

７

０

０

０

０

９

９

３

０

１

０

６

３

８

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

５

５

５

４

５

５

５

５

４

５

５

５

５

５

４

５

４

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｃ

ｅ

ｅ

ｅ

夢

Ｉ

ｅ

デ

ー

９

，

夢

Ｉ

Ｃ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

廿

．

ｅ

ｄ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｘ

Ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｊ

６

０

４

９

８

６

８

２

７

１

６

０

０

２

１

６

３

凸
Ｆ
心
守
ｑ
■
も
早
中
■
■
Ｆ

守
凸
も

１

２

２

１

２

３

４

２

２

６

５

３

鰹

７

５

４

Ⅳ

ｌ

ｌ

く

ｌ

く

く

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｘ

Ｊ

ｊ

９

５

７

３

３

５

８

６

３

０

０

２

１

３

０

７

０

４
屯
■
■
仔
凸
■
○
号
巳
巳
■
■

０

１

１

１

１

１

１

１

１

２

３

３

８

喝

８

６

Ｍ

ｌ

ｌ

巳

Ｓ

知

．

ｄ

伊

叶
口

早

９

ｓ

ｅ

Ｓ

ｅ

Ｓ

ｕ

ｂ

〃

ｈ

ｂ

〃

ｈ

〃

ｂ

〃

〃

伽

恥

α

恥

鼬

〃

Ｍ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

0．3

0．3

0．3

0.3

0.3

0．4

0．4

0‘4

0．4

(8.0)

O@5

0．7

4．6

6．8

2．5

3．3

2．8

（4）

(0.7)

l.0

(0.6)

0.7

1．4

2．5

0．8

(1．2)

(9.1)

（14）

8

670

600

162

105

1,160

－92－



少
Ｊ
Ｌ
Ｐ
ｌ

、； 主-ぜ、
、

L 『可

一一 、
恥~

~

Ｈ
切
謬
、

工44~.．_ゞ --…-÷
／

I
／ 、

17Fで〃 ■ L F h

FfLL,睾軋:I

f識
歸忌廼プ
hTq･￥ずざ
1 千 ｲT

； ｮfb f r

千■ 砠 二1
甲 』 ‘上

E マ

q〆

山ユ ‘

Ⅱ

ｑ

・

１

‘

ら

？

引

田

ｒ

１

‘

Ｊ

Ｐ

ｕ

Ｈ

ｌ

1蜂綴鮮、
I

号

20

］

ん

、

面
９１

一

《f、
§

笹 幸蓮奄鎚幸蓮奄鎚

図42 1黒層の遺物ul

－93－



大き さ (cm)番
号 名 称 分類 発掘区 材質重さ(創 備 考

最大長×最大幅×最大厚

砥18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

T一

ﾉt． ２Ｂ

″

〃

Ⅶ ４

４

３

３

３

３

６

８

９

８

７

８

’

一

一

一

一

一

錨

“

“

“

〃

〃

“

“

〃

〃

〃

〃

〃

〃

’

一

一

一

一

一

ｆ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

．

ｊ

ｊ

却
蝿
抑
姉
師
確
即
迩
砺
訓
地
一
一
一

く

く

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｘ

ｊ

ｌ

ｊ

８

４

０

８

０

９

０

８

９

７

８

５

８

８

。
Ｂ
守
谷
■
号
守
谷
仔
巾
■
■
■
申

９

８

５

１

２

１

２

１

１

１

１

１

１

１

く

く

ｌ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｘ

ｊ

ｊ

Ｊ

９

１

０

０

２

４

１

２

２

０

１

８

０

０

巾
■
■

■

卓

■

ｑ

巳

守

○

凸

守

凸

巾

喝

創

ｎ

２

２

２

２

２

２

２

２

１

２

２

く

ｌ

く

600

1,050

410

24．5

27､O

26．8

20"7

(23.5）

(21,9)

ｄｕ

″

″

〃

Ｍ

″

″

土 錘
″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

~

や

艇

裂

睡

曜

』

一

宇

》

、

ｑ

ｑ

Ⅱ

１

用

Ｊ

１

．

完

臺

ｆ

、

、

．

悪

γ

刈

騨

~

~

~

一

鰯‘25鯵”鯵“鰯鯵”鯵 22

~

畷欝
溌識

一

~

ー

蕊鯵溌鯵” ” “ ”27鯵
50

図43 1黒層の遺物 (11

94－



（5） 集中礫（図44， 45）

I黒層にば、3,628点の礫があり、教多くの集中地点が象られる。集中礫は、土器の出土範囲

とほぼ一致してみられ、第1グループに伴うもの(G～I)と、第2グループに伴うもの(J～S)

に区分できる。さらに後者は、丘陵上の21m等高線付近に位置するもの(J～L)と沢の底にま

とまるもの(M～S)にわけることができる（図20．21)。代表的なものを比較したのが図44，

45である。

I黒層の集中礫は、 2つのタイプにわけられる。 [1]タイプの例はGとHで、平均重孟が

2009を越す大型のものである。大きさではある程度まとまりをもつものの、重さのばらつきが

大きい。〔2〕タイプは､GとH以外のもので､普遍的にみられる。ぼとんどの礫が重さ40～120

9,長径5～8cm，短径3～5cmの範囲におさまる。長径と短径の比は、 1.5前後である。

先述したI黒層上面の集中礫のうち、A～Cは〔1〕タイプに含められる。一方、D～Fの細

長い礫は、 〔3〕タイプ.とする。長径と短径の比は、 1．7以上である。

各タイプと土器群との関係を鍬ると、 〔1〕タイプ．が第1グループの分布範囲だけに存在する

のに対し、 〔2〕タイプのものは、両方のグループに伴って染られる。なお〔3〕タイプは、単

独の礫で細長いものはあるが、礫群としてばI黒層には承られない。

〔2〕タイプで第1グループに伴うIは、重さ40～609，長径5～7cm，短径3～5cmに

集中する小型のものである。第2グループに伴う礫群のうちJ～Lは、それぞれの平均値を比較

するとかなり違いがある。これに対し、M～Sは相互に大きな差がみ､られず、全体としてほぼ同

一規格の礫がまとまっているようである。 J～Lに比べやや小型である。 これは、 I黒層上面出

土のA～Cとほぼ一致する。

このような集中礫は、擦文期の堅穴住居跡中にまとまって出土する例がある。石狩町ワッカ

オイや札幌市K460遺跡にもみられ、報告者はこれを「卵形小石」と呼び「アイヌ民族はソッ

カラsoxkaraあるいはルサmsaと云われる興亜を編む際に､タテ糸の錘には長さ7cm<･らい
こむづち

の小石(pitピッ）を用いてL､る｡｣(注')ことからむしろ織に使われる薦槌としての役割りを想定し

ているザ創本遺跡の〔3〕タイプのものは、重さはやや軽いが、 この用途に最も適した形をして

いる。また〔2〕タイプのものの一部も同じ用途に使われた可能性がある。しかし、M～Sのよ

うに狭い範囲に相当数まとまって出土するものは別の様々な用途が考えられそうである。

たとえば、M～Sには士錘が伴っている。土錘は重さ259前後で、礫の平均重量の半分以下

であり、すぐ同じ用途と結びつけるのは問題があるかもしれない。しかし、同じ大きさ重さの

礫を集め網の重りとする民俗例があり岬)礫の形は、編み込むか包魏込んで用し､るため、細長い

ものではなく、扁平なものが多L､ようである。重遥の比較ができないのではっきりしないが、

網の重りとしての用途を1つの可能性として挙げておきたい。 （越田賢一郎）

飽津博史1975「住居出土の礫」 「Wakkaoi」

上野秀-1980棒状礫について 「札幌市文化財調査報告書」XXII

青森県立郷士館1980「青森県の漁具」

１

２

３

Ｊ注
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美々8遺跡出土須恵器の胎士分析

奈良教育大学 辻利一三

l. はじめに

北海道千歳市美々8遺跡出土須恵器の胎土分析の結果について報告する。

胎士分析による産地推定の方法は、前以って、産地と考えられる地域内の窯跡出土須恵器片

を多数分析しておき、その化学特性の相違から、いくつかの窯跡群グループに整理しておく。

次いで、遺跡から出土した土器を分析し、その化学特性から、 どの窯跡グループ･に対応するか

を調べる。その結果、全ての化学特性が対応する窯跡グループが産地と推定される訳である。

本報告では、考えられる産地の代表として、距離的に北海道に近い青森地方、陸前地方、それ

に、 日本海側の須恵器生産地の一つである能登・金沢の3地域がとり上げられた。

2．分析法

資料片は北海道埋蔵文化財センターから提供された。試料片は、すべて表面を超硬質の研磨

機で研磨し、付着汚物を除去したのち、超硬質乳鉢で100～200メッシュ程度に粉砕した。粉末

試料ば圧縮機でコイン状にプレス成形してのち、蛍光X線分析法により、Fe(鉄)、 Rb(ルビ

ジウム)、 Sr(ストロンチウム）を定愚した。定壁分析には岩石標準試料JG-lを使用した。

データは岩石標準試料JG-1で規格化した値で表示された。

3．分析結果

はじめに、生産地の特性を示そう。図iには、仙台周辺と能登・金沢周辺の窯跡出土須恵器

のRb-ST分布図を示す。 この分布図を使用するのは、全国の窯跡出土須恵器の分析結果より

各地の土器の地域特性をよく表示するこ
1.0-

とが分かったからである。中央に引かれ 能登・金沢領域

た新座標軸は全国の須恵器のRb,Srの平雨
均値である。仙台周辺の窯跡としては、 崎． ． 、1 ． ．

仙台市内の大蓮寺窯､金山窯､陛前古川 Q5- ,､基襲,市の日の出山1号、 8号窯が使われた。

［惠J司"耐、
また、能登・金沢周辺の窯としては、若

緑3号、黒川2号、春木、箱宮5号、浅

’ ，川1号、 2号と末窯が使用された。図i

をみると、仙台周辺の窯跡出土須恵器は o O O5 1.0

Rbが全国平均よりかなり少なく、Srもや Sr

や少ないのに対し、能登．金沢周辺の須 図i 能登.金沢および陸前地方窯跡出土須恵器のRb-Sr分布

申 *

罰

一

学

ー
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恵器はRbば平均なみで、 Srは平均より多いことが分かる。 この結果、仙台周辺の須恵器は能

登.金沢周辺のものとは、Rb-Sr分布図上で明確に異なることが分かった。これらの分析値を

すべて包含するようにして各領域ば決め

られている。図iiの下部には， このよう

にして決められた能登・金沢領域、青森

領域、陸前領域が決められている。青森

県の窯跡としてば五所川原市の数基の窯、

青森市の三内窯、浪岡町の郷山前窯が使

われた。 この3領域には十分相互識別の

可能性があることが図iiより分かる。そ

して、美々8遺跡出土須恵器の分析結果

も示されている。陸前領域に対応するも

のは1つもないことが分かる。試料番号

7， 8は青森領域に対応し、残りの多く

は能登・金沢領域に対応する。図iiの上

部にば､Feの分析結果が示されている。

同時に、青森地方の窯跡出土須恵器の分

析結果も示してある。試料番号7， 8は

Rb ST分布図の象ならずFe量でも青森

領域に対応し、その産地は青森地方であ

る可能性が高いことを示す。試料番号9

はFe量で青森領域に対応しているが､Rb

-Sr分布図では青森領域より大きくばず

れており、その産地が青森地方である可

能性は少ない。帰属未定とした。

図iiiには、能登・金沢周辺の窯跡出土

須恵器のFe量を示してある。同時に､帰

属未定の美々8遺跡出土須恵器の分析結

果を示してある。試料番号1， 2， 3，

4， 5， 6は能登・金沢領域に対応して

いることが分かる。 このうち、 1， 2，

3， 4はRb-ST分布図でも能登･金沢領

域に対応して為り、その産地が能登・金

沢周辺である可能性ばある。 5， 6はFe

量では能登･金沢領域に対応するが、 Rb

1･●

9●

8●

7●

6●

5●

4●

3●

Z●

1●

育嘩袖域

月~烹胃~胃
2 3 4 5
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I,0 一

能暇・金沢領域

－

Rb 2

:f』 ●1
●3銅

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■

因●5 一

青森領域

陸前領域

，
･
･ Q5
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美々8遺跡出土須恵器の産地推定図ii
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-Sr分布図では、少しはずれており、その産地が能登･金沢周辺である可能性は少ない。 5，

6は酒田市周辺が産地である可能性もある。試料番号10の産地は何処か推定出来なかった｡最

後に、胎土分析による産地推定の結果を表1にまとめておく。

表i 美々8遺跡出土須恵器の胎土分析結果

胎土分析による
推定産地

試料番号 出土地,‘1J 層 序 器 師 備 考

照
帆
小
唄
恥
里
秘
型
小
峨
価
服
岬
鯉
州
兜
心
帆

瞬

脚

牌

層

囑

隅

隅

層

層

肘

坏

坏

坏

坏

坏

坏

壷(？）

甕(？）

甕(？）

坏

能登・金沢

能登・金沢

能登・金沢

能登・金沢

酒田（？）

禰冊（？）

青森

青森

ワ

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ⅱ

７

９

４

７

３

９

９

０

１

０

８

４

１

９

－

一

一

一

一

一

一

５

５

５

５

５

５

４

６

６

６

６

６

６

６

－

一

一

一

一

一

一

ｅ

ｅ

ｅ

Ｆ

１

ｅ

ｅ

．

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図32、 No.69
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v第1I黒色土居上面にみられた獣の足あと等

Ta-c層除去後のI1黒層上面で､径数cmから10cm内外､深さ2～3cmのくぼ糸が30cm

ほどの間隔で、点々と続いているのが発見された（図47、図版26)。シャベルやじよれんを用

いて、火山灰除去後の清掃を行なったところ、腐植土の表面にくぼ拳があり、軽石粒が象嵌さ

れたような状態で検出されたものである。分布は、図47に示すと託り、調査地区のぽぼ全面に

わたっている。 これらのくぼ象の配列は、線状をなし、大部分は直線的であるが、一部で旋回

したり交差したものも認められる。配列を微視的に鍬ると、一直線に続く部分、やや千鳥状に

なる部分のほかに、 2個は直線方向でつぎの2個がこれと交差するように配される、石けりの

､'ケンケンパ〃のような形のものもある。

これらは動物の歩行のあとと考えられるものであるが､残されてからTa-cの降下までには

若干の時間の経過があったらしく、 う.リントは鈍くなっており、足指または蹄の形はわからな

い。 しかし、 これらの足あとば、歩幅約30cmで、平面形が円形であることから、 ヒトのもの

とは異ってL,る。もちろん、鳥類は考えられない。したがって、 これらは何らかの獣の足あと

であろうが、動物の特定は困難であった。

北海道警察本部鑑識課の石膏型採取による鑑定でば、動物の種類を明らかにすることはでき

なかったが、北海道開拓記念館主任学芸員門崎允昭氏は、現地調査の結果、歩行の特徴から、

大部分についてはキツネ、一部についてはウサギの可能性を指摘しておられる。遺跡における

このようなものの調査例はきわめて少なく、かつ、脆弱なために保存が困難であり、調査工程

の関係もあって、上記2氏のほかは、専門家の応援を得ることができなかった。

以上のように、これらの獣については不明な点が多い。人間との関わりも不明である。Ta-c

層との関係から足あとが残されたのは縄文時代晩期末葉のころであり、後述(V1章）するv群

c類土器の時期に相当するが、 この時期の遺物の分布は稀薄で、関連を見出すことはできない。

また､Tピットを獣の陥し穴とする説があるが､29個発見されたTピッ トはし､ずれもTa-c降

下時には埋まりきっていることが確かなので、 これとも関係はない。

興味深いのは、当時の環境であろう。門崎氏があげた動物の体重は、せいぜい数キログラム

程度である。これらの小獣の足あとが付くには、地面が十分軟いことが必要である。美々8遺

跡は、美沢川との比高十数mの火山灰性の台地にあり、地表水はかなり浸透しやすいはずであ

る。雨後や融雪期としても、地表面の植生が問題となろう。このようなことから推測すると、

少なくとも足あとのある部分だけでも裸の地面でなくてはならない。それも、かなり旗範囲に

わたっているらしいので、今後、Ta-c軽石降下直前の植生の研究とあわせて検討する必要が

ある。
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また、 I黒層上面で道跡としたものに類似の浅い溝状のくぼみ､が、数カ所から検出されてい

る（図47)。長さ20mを超えるものはないが、 e-65南東隅やc-65南西寄りのものは、平地

あるいは尾根上にあり、地表水の流路とは考えにくいので、さきにI黒層上面で象たのと同様、

道の痕跡としてよいものかもしれない。

なお、獣の足あとの一部についてば、①土壌ごと切り取って樹脂で保護する、②地面に樹脂②地面に樹脂

（森田知忠）を塗布して転写する、の2方法により保存した。
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Ⅵ第1I黒色土居の遺構と遺物

1 遺構

検出された遺構は､Tピットのみである。T上．シ卜の図は､すべてN－7o-Eを上にして掲戦

したが、念のため、各図版に1カ所の糸方位を示した。

Tピットは29個発見された。平面形についてふると、①細い溝状のもの、②小判形のものの

2種類に分けることができる。②はさらに底面に杭穴を1個もつものと2個もつものに分けら

れる。①のタイプは上面長軸長の平均が1.9m，上面短軸長の平均が72cmで、極端に底が狭

く、断面形はV字状を呈している。本遺跡では18個発見された｡②のタイプは明瞭な底面をも

つもので、杭穴が1個のものが3個、杭穴が2個のものが7個発見された。上面長軸長と上面

短軸長の平均を比べて染ると、それぞれ、 1.25m×0．9m， 1.9m×1.4mで、杭穴が2個のT

ピッ トの方が大きい。又､杭穴が2個のTピットで､底面の杭穴に続く杭の痕跡が認められた。

杭はTピッ トの開口部付近まで達している。

Tピッ トの分布を象ると、列をなすものが3例ある。ひとつの列は同じタイプのTピットで

構成される特徴がある。①のタイプのTピッ トの列は2例ある。ひとつは、南側台地上から北

側の浅い沢に沿って弧状につらなる一群で(P-9 ． 1 ．26･20･24．21)、 もうひとつは、台

地南縁辺部に沿って弧状にならぶ一群である(P-11．13．14．15．16．17)。いずれの列も、

Tピットの長軸方向の等高線とぽぼ直交している。②のタイプのTピットの列は､東側の台地

上から西側の沢につらなる一群である(P一8．6．5･27．23．18．29)。P－6以外は底面に杭

穴を2個もつものである。P－6では杭穴は検出されなかったが､平面形､規模､位置から､この

列に含めることが妥当であろう｡その他のTビットはすべて①のタイプに属するものであるが、

規則的な配列は認められなかった。

11個のTピットの糧土中から遺物が出土してL､るが､いずれもTピットに伴うものではない。

Tピッ トの埋没状態、底面の杭穴に続く痕跡を観察するために､次の様な発掘方法を試象た。

l)Tピット全体を短軸方向で、数回にわたって垂直に切りセクション図を作成する。

2) 10cm～20cmづつ、 プランに沿って数回にわたって水平に掘り下げる。

3）長軸方向で半裁する。

P-1 (図49)

位置e-65-76, -86

規模上面（1.86×0.56）底面(1.75×0.21)深さ1.13

形状平面形ば細い溝状。

土層 I :黒褐色土(II黒>Ta-d,)

11 :赤褐色士(Ta-d2)

HI :明茶褐色土（Ⅲ黒）
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1V:暗茶褐色士(11黒>Ta-d,+Ta-d2)

V:暗赤褐色士(Ta-d2>黒色土）

VI :黒色土

VII :黄褐色士(En-a)

Ⅷ：黒褐色土（黒色土>Ta-d2+En-a)

遺物糧土からフレイクが1点出土した。

P-2 (図49)

位置d-65-39, d-66-30

規模上面（1.09×0､65)底面(0.98×0.33)深さ0.97

形状平面形は小判形。長軸線上の底面に、径5cm，深さ9cmの杭穴がある。壁は南西部

でややオーバー・ハングする。

土層 I :黒色土(11黒>Ta-d2)

11 :暗赤褐色土(Ta-d2+En-a>黒色土）

IⅡ：黄褐色土(En-a)

1V:黄褐色土(En-a>Ta-d2>黒色±）

V:暗黄褐色士(En－a+Ta-d2)

VI :黄掲色土(En－a+Ta-d2)

VIl :黒色土

Ⅷ：黒色士(En-a+黒色土）

Ⅸ：黒色土

P－3 （図49，図版29）

位置d-65－24, -25

規模上面（1.27×0.88)底面(0.87×0.17)深1．13

形状平面形は小判形｡底面の長軸線上ほぼ中央に､径9cm,深さ20cmの杭穴が1個ある。

土層 I :黒色土(II黒+Ta-d,)

II :赤褐色士(Ta-d2)

111 ;黒色土

1V:黒掲色土(Ta－d,>I1黒>Ta-d2)

V:暗灰褐色土(111黒）

VI :赤褐色士(I1黒+Ta-d,+Ta-d2)

Ⅷ：黒色土

Ⅷ：暗褐色士(Ta-d2+III黒）

IX:黒色士

X:黄褐色土(En-a>Ta-d2)

XI :黒色士（黒色土>En-a)
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XⅡ：黄褐色士(En-a>黒色土）

XⅢ：黒色土

XⅣ：黒色土

遺物覆土からI群b－4類の土器片が4点、 フレイクが1点出土した。

備考プランに沿って、 7回にわたり水平に掘り下げた。

P-4 (図50)

位置d-65-43

規模上面(2.10×1.06)底面(1.84×0.23)深さ1.53

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒褐色土(I1黒>Ta-d,+Ta-d2)

1I :茶搗色土(II黒+Ta-d,)

111 :赤褐色土(Ta-d2)

Ⅳ：暗赤禍色土(Ta-d2>黒色土>Ta-d,)

V:暗黄褐色土(En-a>Ⅲ黒+Ta-d2)

Ⅵ：黄褐色士(En-a)

Ⅷ：暗黄褐色土(En-a+黒色土>Ta-d2)

Ⅷ：黒色土

IX:茶褐色士(Ta-d2+En-a)

X:暗黄褐色士（黒色士+En-a)

遺物騒土からI群b－4類の士器片が2点、 フレイクが1点出土した。

P-5 (図50)

位置d-65-41

規模上面（2.13×1.50）底面（1.25×0.32）深さ1，43

位置d-65-41

規模上面（2.13×1.50）底面（1.25×0.32）深さ1，43

形状平面形ば小判形。長軸線上の底面に杭穴が2個ある。それぞれ径8cm，深さ24cm，

径9cm､深さ28cmである。底面の杭穴に続く杭の痕跡が認められた。この杭はTピットの

開口部付近まで達している。

土層 I :黒色士(II黒>En-a>Ta-d2)

11 :茶鵺色士(II黒+Ta-d,>Ta-d2)

111 :黄褐色士(En-a>黒色土）

Ⅳ：黒褐色土（黒色土+Ta-d,>Ta-d2)

V:赤褐色土(Ta-d2)

Ⅵ：暗赤褐色士(Ta-d,+Ta-d2+En-a)

Ⅷ：暗褐色土(Ta-d,>黒色土>Ta-d2)

Ⅷ：明黄褐色士(En-a)

Ⅸ：黒褐色土（黒色土>Ta-d,)
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X:暗赤褐色土(Ta-d2>En-a+Ta-d,)

XI :茶褐色士（黒色土>Ta-d,+Ta-d2)

XⅡ：明赤褐色土(Ta-d2>En-a>黒色土）

XⅢ：赤褐色士(Ta-d2)

XⅣ：黄茶褐色土(En-a+Ta-d,+Ta-d2>黒色士）

XV:暗黄禍色士(En-a+Ta-d,+Ta-d2)

XVI :黒色士（黒色士>Ta d2)

XVH:灰茶褐色土(En-a>黒色土）

備考短軸方向で2回垂直に切り、セクション図を作成した。

P-6 (図50)

位置d-64-89, d-65-80

規模上面(2.04×1.26)底面(1.06×0.52)深さ1.28

形状平面形は小判形。

土層 I :黒色士(11黒>Ta-d,)

Ⅱ：茶褐色士(Ta-d,+Ta-d2>黒色士）

IⅡ：暗褐色士(Ta-d,+Ta-d2+黒色土>En-a)

1V:黒褐色士（黒色土>Ta-d2)

V:赤褐色土(Ta-d2>黒色土）

VI :赤褐色士(Ta-d2>En-a)

Ⅷ：黄褐色土(En-a>Ta-d2)

Ⅷ：暗黄褐色土(En-a>Ta-d2+黒色土）

IX:黄褐色土(En-a+Ta-d2>En-a)

X:褐色士(En-a>Ta-d2+黒色士）

XI 鳶黄褐色士(En-a)

XⅡ：黄赤褐色士(Ta-d2+En-a)

XnI 鳶黒色土（黒色土+En-a)

遺物覆土から、 I群b-4類の土器片が1点出土した。

P-7 (図51)

位置d-65-35, -36

規模上面（1.39×1.11)底面(1.01×0.41)深さ1.20

形状平面形は小判形。長軸線上の底面に、径9cm，深さ1

土層 I :赤褐色土(Ta-d2)

平面形は小判形。長軸線上の底面に、径9cm，深さ1

一

4cmの杭穴が1個ある。

I :赤褐色土(Ta-d2)

II :黒色士(1I黒>En-a+Ta-di+Ta-d2)

III :黒褐色土(Ta-d,+黒色土>Ta-d2)

W:赤褐色土(Ta-d2>黒色士）
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V:掲色土（黒色士>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅵ：黒色土（Ⅲ黒>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅶエ黒茶鵠色士(Ta-d,>黒色土+Ta-d2)

Ⅷ：茶褐色士(Ta-d2>En-a)

Ⅸ：黒色土（黒色土>Ta-d2)

X鳶黄褐色土(En-a>Ta-d2)

XI :暗黄褐色士(En-a+黒色土）

XⅡ倉暗黄褐色士(En-a+黒色土>Ta-d2)

XUI :灰掲色土(En－a>黒色土+Ta-d2)

XIV:黄褐色土(En-a>黒色土）

XV:暗黄褐色士(En-a+Ta-d2>黒色士）

XⅥ倉黒色士（黒色土>En-a)

遺物騒士からブレイクが1点出土した。又、炭化した植物の種子が少量検出された。

P-8 (図51)

位置c-64-18

規模上面(1.65×1.16)底面(1.00×0.33)深さ1.35

形状平面形は小判形。長軸線上の底面に杭穴が2個あり、それぞれ径6cm，深さ14cm，

径7cm、深さ21cmである。

土層 I :黒色土(1I黒>Ta-d2)

I1 :黒褐色土(1I黒>Ta-d2+En-a)

111 :赤褐色士(Ta-d2>En-a)

1V倉暗黄褐色土（ⅡI黒>Ta-d2+En-a)

V:黄褐色士(En-a)

VI :茶褐色士(Ta-d2+En-a+111黒）

VII :暗黄褐色士(En-a>Ta-d2)

Ⅷ：黒色土（黒色土>Ta-d2+En-a)

Ⅸ：暗赤褐色土(Ta-d2>En-a>黒色士）

Xズ黒色土（黒色土>Ta-d,+Ta-d2>En-a)

P-9 (図51)

位函e-65-77, -78

規模上面(1.77×0.59)底面(1.53×0.13)深さ1.08

形状平面形は細い溝状。西端部の壁がわずかにオーバー・ハングする。

土層 I :黒色土(I1黒>Ta-d,+Ta-d2)

II :赤褐色士(Ta-d2>黒色土+Ta-d,)

Ⅲ：明黄褐色土(En-a>Ⅲ黒>Ta-d2)
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1V:暗褐色士(Ta－d,>Ta-d2+En-a>黒色士）

V:黄褐色土(En-a>Ta-d2)

VI :黒色土

Ⅷ：明黄褐色士(En-a)

Ⅷ：黒色土

P-10(図51)

位置d-65-37

規模上面（1,82×0.47）底面(1.71×0.18)深さ1.15

形状平面形は細L､溝状。南西部の壁がわずかにオーバー・ハングする。

土層 I :黒褐色土(II黒>Ta-dI>Ta-d2)

11 :赤褐色土(Ta-d2>Ta-d,)

111 :暗赤褐色士(Ta-d2+Ta-d,+黒色土）

1V:暗黄褐色土(En-a>黒色土）

V:黄褐色士(En-a)

Vl :茶褐色士(En－a>Ta-d,+Ta-dz+黒色土）

Vll :黒色土（ⅡI黒）

Ⅷ：暗赤褐色士(Ta-d2>黒色土>En-a)

IX:黄褐色士(En-a)

X:黒色土（黒色土>Ta-d2)

XI :暗黄褐色士(En-a>Ta-d2>111黒＞黒色士）

XII :黄褐色士(En-a)

XIII :暗黄褐色土（黒色士+Ta-d2)

XIV:黄褐色士(En-a)

XV:黒色士（黒色士>En-a>Ta-d2)

遺物騒土から、 I群b-4類の土器片が1点、 フレイクが4点出土した。

備考長軸方向で半裁した。

P-11 (図52)

位置d-65-49

規模上面（2.08×0.94)底面(1.84×0.23)深さ1．43

形状平面形ば細い溝状。

土層 I :黒色土(1I黒>Ta-d2)

11 :黒色土(1I黒>Ta-dz>En-a)

111 :暗掲色土(1I黒+Ta-di>Ta-d2)

1V:暗赤褐色土(Ta-d,+Ta-d2>黒色土）

V:黄禍色土(En-a)
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VI :黒色士

Ⅷ：暗黄褐色±（Ⅲ黒>En-a>Ta-d2)

P-12(図52,図版27)

位霞c-65-77, -78

規模上面（2.34×0.76）底面（1.45×0.18)深さ1．39

形状平面形は細い溝状。壁は、西端部では垂直に近く、東力

土層 I :黒褐色士（黒色土>Ta-d,>Ta-d2)

II :暗茶褐色士（黒色土>Ta-d2>Ta-d,)

HI :赤褐色土(Ta-d2>Ta-d,>黒色士）

1V:暗茶褐色士（黒色土>Ta-d2>Ta-d,)

V:灰黄褐色土(En-a+Ⅲ黒+Ta-d2)

VI :黄褐色士(En-a>II黒）

Ⅷ：黒褐色土(Ta-d,+黒色土）

Ⅷ：茶褐色土（黒色土+Ta－d,+Ta-d2>En－a)

IX:赤褐色士(En－a+Ta-dz>Ta-d,>黒色土）

X:黒色士

XI :黒褐色土（黒色土>Ta-d,+Ta-d2)

XII :暗赤褐色士(Ta-d,+Ta-d2>En-a+黒色士）

XIII :黒褐色土（黒色土>Ta-d,+Ta-db)

XIV:暗黄褐色士（黒色土+En-a)

XV:黒色士（黒色士>Ta-d2)

備考短軸方向で3回垂直に切り、セクション図を作成した。

P-13(図52)

位置d-65-68

規模上面（2.15×0.75)底面(1.60×0.28)深さ1~46

形状平面形は細い溝状。

土層 I §黒色士(11黒）

I1 :黒色土(11黒>Ta-d2)

HI :暗褐色土(II黒+Ta-d2>HI黒）

1V:黄褐色士(En-a)

V:赤褐色土(Ta-d2>II黒>En-a)

VI :黄褐色土(En-a)

Ⅷ：暗褐色土(Ta-d2+En-a)

Ⅷ：暗黄褐色士(En-a+HI黒>Ta-d2)

IX:黒色土

東端部では緩やかに立ちあがる。

－115－



X:黄褐色士(En-a>Ta-d2)

XI :茶褐色土(En-a+Ta-d,+黒色土>Ta-d2)

XⅡ：暗褐色士(En-a+黒色土）

加：黒色士

遺物覆土からフレイクが1点出土した。

備考長軸方向で半裁した。

P-14(図53)

位置d-65－78

規模上面（1.78×0.67）底面（1.15×0.14)深さ1.52

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒色土(I1黒>Ta-d,+Ta-d2)

II :暗黄褐色土(En-a>Ta-d2)

HI :明茶褐色土(Ta-d2+HI黒+En-a)

Ⅳ：暗黄褐色土(En-a>H1黒+Ta-d2)

V:黄褐色土(En-a>En-a+HI黒）

Ⅵ：黒褐色土（黒色士>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅶ：茶褐色土(En-a+Ta-d2)

Ⅷ：黒掲色土（黒色土>Ta－d,+Ta-d2)

Ⅸ：黄褐色士(En-a)

X:明茶褐色士(Ta-di+Ta-d2+黒色士+En-a)

XI :黒色士（黒色土>Ta-d,+Ta-d2>En-a)

XⅡ：黄褐色土(En-a)

XHI :黒色土

XⅣ：黄褐色土(En-a)

XV:黒色士

備考短軸方向で3回垂直に切り、セクション図を作成した。

P-15(図53)

位置d-65-78, -79

規模上面（2.16×0.51)底面(2.33×0.16)深さ1．61

形状平面形憾細い溝状。南端部の壁がオーバー・ハンク．する。

土層 I :黒色土(11黒>Ta-d,+Ta-d2)

11 :茶褐色土（黒色土>Ta－d,+Ta-d2)

IⅡ：黒褐色土（黒色土+En-a+Ta-d,+Ta-d2)

1V:黒色土（黒色土>Ta-d2)

V:黄褐色土(En-a)
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VI :茶褐色士(En－a+Ta-d2>黒色士）

Ⅶ：暗黄褐色士(En-a>黒色士+Ta-d2)

Ⅷ：黒色土

Ⅸ：黄掲色土(En-a>黒色士）

X:黒色土（黒色土+En-a)

XI :黄褐色土(En-a>黒色士）

XI: (黒色土>En－a)

備考長軸方向で半裁した。

P-16 (図53, 図版27)

位置d－65－99

規模上面（2.32×0.79）底面（1.86×0.22）深さ1．35

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒色士（黒色土>Ta-d2>En-a)

II :茶褐色士(Ta-d2>11黒>Ta-d,)

HI :赤褐色土(Ta-d2)

1V:黄褐色士(En-a)

V:明茶褐色士（黒色土+Ta-d,+Ta-d2+En-a)

VI :黄褐色士(En-a>Ta-dz)

Ⅷ：黒色士（黒色土>Ta-d2)

Ⅷ：明茶褐色士（黒色土+Ta-d,+Ta-d2+En-a)

IX:黒色士（黒色土>Ta-d2)

X:明茶褐色土（黒色土+Ta-d,+Ta-d2+En-a)

XI :黒色士（黒色土>Ta-d2)

遺物糧土から礫が2点出土した。

P-17(図54)

位置c-65-19, c-66-10

規模上面（－×0.72）底面（－×0.15)深さ1.64

形状平面形ば細い溝状。

土層 I :黒色士(I1黒>Ta-d,+Ta-d2)

1I :黒色士(11黒）

HI :赤褐色士(Ta-d2>1I黒）

IV:暗黄褐色土(En-a>黒色土）

V:暗褐色士(II黒>En-a)

VI :暗赤褐色士(Ta-d2+En-a+黒色士）

Ⅶ：黄褐色士(En-a)

r匂
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Ⅷ：暗褐色土（黒色士>Ta-d2)

IX:黄褐色士(En-a)

X倉黒色士（黒色士>Ta-d2)

XI :黄褐色土(En-a)

XII :黒色土（黒色士>Ta-d2)

XHI :暗赤掲色士（黒色土+Ta-d2)

P-18(図54,図版28)

邑位置f-65-48

規模上面（2.09×1.32）底面(1.43×0.52)深さ1.38

形状平面形は小判形。長軸線上の底面に杭穴が2個ある。それぞれ径6cm，深さ

径7cm，深さ11cmである。Tピットの開口部付近まで達する杭跡が認められた。

深さ11Cm，

土層 I :黒色土(II黒>Ta-d,+Ta-d2)

11 :黒褐色士(II黒+Ta－d,+Ta-d2)

111 :黒色士（黒色土>Ta-d,+Ta-d2)

1V:暗赤褐色土(Ta-d2>黒色土+Ta-d,)

V:黄褐色±(En-a)

VI :黄褐色土(En-a)

WI :灰褐色土(111黒）

Ⅷ：赤褐色土(Ta-d2>黒色土）

IX:黄褐色土(En-a+Ta-d2)

X:黄褐色士(En-a>黒色土）

XI :黒色土

XⅡ：黄鵠色土(En-a+Ta-d2>黒色士）

xml :暗赤褐色土(Ta-d2>黒色士）

XⅣ：黄禍色土(En-a>黒色土+Ta-d2)

XV:黒色土（黒色土>Ta-d2)

傭考短軸方向で2回垂直に切り、セクション図を作成した。

P-19 (図54)

位瞳f-65-00

規模上面（1.45×0.68）底面（0.96×0.09）深さ1．31

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒褐色土(11黒>Ta-d,>Ta-d2)

II :茶褐色土(Ta-d,>11黒+Ta-d2)

111 :赤褐色士(Ta-d2)

1V:黒色土
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V:明茶褐色士（黒色土+Ta-d2>En-a)

VI :黄禍色士(En-a)

Ⅷ：黄褐色土(En-a)

Ⅷ：明茶褐色士（黒色土+Ta-d2>En-a)

Ⅸ：黒色土（黒色土>Ta-d2)

X:暗黄禍色士(Ta-d2+En-a>黒色士）

P-20(図55)

位置e-65-72, -82

規模上面(1.86×0.73)底面(1.45×0.24)深さ1.39

形状平面形は細い溝状。西端部の壁がわずかにオーバー

土層 I :黒色土(11黒>Ta-d2)

11 :黒褐色土(11黒+Ta-d,>Ta-d2)

HI :暗褐色士(Ta-d,+Ta-d2>II黒）

1V:赤褐色土(Ta-d2>Ta-d,)

V:黄褐色土(En-a)

VI :暗赤褐色土(Ta-d2>黒色士+En-a)

Ⅶ：暗黄褐色土(En-a>Ta-d2)

Ⅷ：黄禍色士(En-a)

Ⅸ：暗黄褐色士(En-a+黒色土>Ta-d2)

X:黒掲色土（黒色土>Ta-d2>En-a)

P-21 (図55)

位置e-64-69, e-65-60

規模上面（2.07×0.67)底面(1.70×0.24)深さ1.51

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒色士(II黒>Ta-d2)

11 :黒色土(11黒+Ta-d2)

Ⅲ：褐色士(11黒+Ta-d2>Ta-d,)

1V:赤褐色土(Ta-d2>1I黒）

V§暗褐色土(Ta-d2>11黒+En-a)

VI :暗赤褐色土(Ta-d2+Ⅱ黒）

Ⅷ：黄褐色士(En-a+Ta-d2+IⅡ黒）

Ⅷ：黒色士(111黒>Ta-dz+En-a)

Ⅸ：黒色土

X:黄褐色土(En-a>黒色土）

XI :暗掲色士（黒色土>En-a>Ta-d2)

･ハングする。
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皿：淡褐色土(En-a)

XUI :黒色土

P-22(図55,図版28)

位置f-65-76

規模上面（2.00×1.32）底面（1.23×0.66)深さ1.37

形状平面形ば小判形。長軸線上の底面に杭穴が2個ある。それぞれ径4cm，深さ8cm，径

4cm，深さ18cmである。T上．シ卜の開口部付近まで達する杭跡が認められた。

土層 I :黒色士(I1黒>Ta-d,+Ta-d2)

11 :黒褐色土(1I黒+Ta-d,+Ta-d2)

Ⅲ：暗赤福色土(Ta-d2>黒色土+Ta-d,)

Ⅳ：赤褐色土(Ta-d2>Ta-d,+En-a)

V:灰褐色士（Ⅲ黒+Ta-d2>Ta-d,)

VI :黄褐色土(En-a>Ta-d2)

Ⅶ：黒褐色土（黒色土>Ta-d2+En-a)

Ⅷ：黄褐色士(En-a)

Ⅸ：黒褐色土（黒色土>Ta-d2)

X:灰褐色土（ⅡI黒+Ta-d2+En-a)

XI :黄褐色士(En-a)

XⅡ：暗赤褐色士(Ta-d2>黒色土+Ta-d,+En-a)

Xnl :黄褐色士(En-a>Ta-d2)

XⅣ：褐色士(Ta-d2+黒色土+En-a)

XV:黒色土

XVI :黒鴇色土（黒色社二>Ta-d2)

XVI:黒色士

遺物覆土から黒曜石製のつまみ付きナイフ(mA5)が7点出土した。

備考短軸方向で3回垂直に切り、セクション図を作成した。

P-23(図56,図版28)

位置e－65-14

規模上面（1.72×1.38)底面(1.28×0.56)深さ1．22

形状平面形は小判形。長軸線上の底面に、杭穴が2個ある。それぞ菰形状半凹形ば小判形。長軸線上の底面に、杭穴が2個ある。それぞれ径7cm，深さ19cm、

径4cm，深さ23cmである。Tピットの開口部付近まで達する杭跡が認ぬられた。

±層 I :黒褐色土(1I黒>Ta-d,+Ta-d2)

11 :黒色土(11黒>Ta-d2>Ta-d,)

Ⅲ：黒色土(11黒>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅳ：赤褐色土(Ta-d2>黒色土+En-a)
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V:黄褐色土(En－a>Ta-d2>HI黒）

Ⅵ：暗茶褐色土（黒色土>Ta-d2+Ta-d,+En-a)

VII :赤褐色土(m黒+Ta-d2)

V11I :赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,+En-a+黒色士）

Ⅸ：黄褐色士(En-a)

X:暗黄褐色土(En-a>Ta-d2)

別：暗赤褐色土(Ta-dz+黒色土+En-a)

XⅡ：黒掲色土（黒色土>Ta-d,>Ta-d2)

XⅢ：黄掲色土(En-a)

XⅣ：黒色土

XV:茶褐色土（黒色土+Ta-d,+Ta-d2>En-a)

XVI :黄禍色士(En-a)

XVH:黒色士(II黒>Ta-d,+Ta-d2)

XVHI :褐色士(En-a+Ta-d2+黒色士）

XⅨ：黒色土（黒色土>Ta-d2+En-a)

備考長軸方向で半裁した。

P-24(図56)

位置e-65-71

規模上面（1.80×0.63）底面（1.57×0.23）深さ1.54

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒色士(II黒>Ta-d,>Ta-d2)

II :黒褐色土(11黒+Ta-d,>Ta-d2)

Ⅲ：赤禍色士(Ta-d2>Ta-d,)

Ⅳ：褐色士（黒色土>Ta-d2)

V:黄褐色士(En-a)

VI :暗赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,)

Ⅷ：茶禍色土（黒色土+Ta-d,>Ta-d2>En-a)

Ⅷ：明褐色士（黒色土+En-a>黒色土）

Ⅸ：黒色土

X:明褐色士（黒色土+En－a>黒色土）

XI W黒色土

P-25(図56)

位壷d-64-39, -49

規模上面(1.89×0.97)底面(1.73×0.35)深さ1.56

形状平面形は細い溝状。北端部の壁がわずかにオーバー。・ハングする。
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土層 I :黒色士(1I黒>Ta-d,>Ta-d2)

11 :赤褐色士(Ta-d2)

III :暗赤褐色土(Ta-d2>nl黒）

1V:暗黄褐色土(En-a>Ⅲ黒>Ta-d2)

V:黄褐色土(En-a>Ta-d2+m黒）

Ⅵ：暗黄褐色土(111黒+En-a)

Ⅶ：黄褐色土(En-a)

Ⅷ：黒色土

P-26(図56)

位置e-65-74, -84

規模上面（1.97×0.78)底面(1.60×0.33)深さ1.25

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒褐色士(II黒>Ta-d,>Ta-d2)

11 :茶褐色土(11黒+Ta-d,>Ta-d2)

III :赤褐色土(Ta-d2>Ta-d,)

Ⅳ：暗赤褐色士(Ta-d,>Ta-d2>黒色士）

V:灰黄褐色士（黒色土>Ta-dz+En-a)

VI :黄褐色土(En-a)

VII :灰褐色土(IⅡ黒）

Ⅷ：黄褐色士(En-a>Ta-d2+黒色士）

IX:黒褐色土（黒色土>Ta-d,+Ta-d2+En-a)

P-27 (図57)

位置e-65-73

規模上面(1.78×1.25)底面(1.23×0.59)深さ1.33

形状平面形憾小判形。長軸線上の底面に、杭穴が2個ある。

径5cm，深さ19cmである。

土層 I :茶褐色士(Ta-d,+Ta-d2>I1黒）

I1 :黒色士(I1黒>Ta-d,+Ta-dz)

III :赤褐色土(Ta-d2)

1V:暗赤褐色士(Ta-d2+Ta-d,>黒色士）

V:黄褐色土(En-a>111黒）

VI :暗赤褐色士(Ta-d2>Ta-d,>黒色土）

VII :暗黄裾色士(En-a>Ta-d,+Ta-d2)

Ⅷ：黒色士（黒色士>Ta-d2)

Ⅸ：暗黄褐色土(En-a>Ta-d,+Ta-d2)

~

~

~

~

それぞれ径4cm，深さ15cm，
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X:暗赤褐色土(Ta-d2>Ta-d,+黒色士）

XI :暗黄褐色士(En-a>Ta-d,+Ta-d2)

XII :黒色士（黒色土>Ta-d2)

P-28(図57)

位置e-64-58

規模上面(1.70×0.70)底面(1.32×0.12)深さ1.36

形状平面形は細い溝状。

土層 I :黒色士(11黒>Ta-d,+Ta-d2)

II :黒褐色土(11黒+Ta-d,)

1I1 §暗赤褐色土(Ta-dz>Ta-d,)

1V:暗黒褐色土(II黒+n1黒>Ta-d2+Ta-d,)

V:黄褐色土(En-a)

VI :黒色土（黒色土>Ta-d2)

Ⅷ：黄褐色士(En-a)

Ⅷ：黒色土（黒色土>Ta-d2)

Ⅸ：黄褐色士(En-a)

X:黒色土

XI :黄褐色土(En-a)

XⅡ：黒褐色士（黒色土>En-a)

P-29(図57)

位置f-65-09

規模上面(1.77×1.44)底面(1.18×0.56)深さ1.42

形状平面形ば小判形。長軸線上の底面に杭穴が2個ある。

位規形

形状半面形ば小判形。長軸線上の底面に杭穴が2個ある。それぞれ径6cm，深さ17cm，

径6cm，深さ21cmである。Tピットの開口部付近まで達する杭跡が認められた。

土層 I :黒色士(11黒>Ta-d2)

11 :赤褐色士(Ta-d2>11黒）

m:暗赤褐色士(Ta-d2>1I黒）

IV:黒色士（ⅡI黒）

V:暗赤褐色士(Ta-d2>黒色土）

VI :黄褐色土(En-a)

Ⅷ：明褐色士(En-a)

Ⅷ：暗褐色土(Ta-d2>En-a+I1黒）

Ⅸ：明褐色士(En-a+Ta-d2)

X:黒色土

XI :黒色土 （遠藤香澄）
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2 遺物

II黒層からは縄文時代早期に属するものを主体とする土器、石器が出土している。

II黒層の遺物 総計 10,005点

数母分 類遺 物 名分 類 数量通 物 名

６

７

１

３

８

７

９

６

１

８

０

２

１

４

８

９

３

１

１

１

９

１

蛇

３

１

０

５

２

４

１

６

５

６

２

２

７

６

５

１

１

０

３

２

７

７

１

１

１

１

１

１

２

Ｏ

Ｐ

Ｐ

２

３

つまみ窪付きナイフ IHA5

ⅢA

IⅡ－

破片

IIB1

2

3

4

ⅢB

IⅡ－

破片

IVAl

2

4

5

破片

VA1

2

破片

VB破片

WAl

2

破片

VIB1

Ⅵ－

破片

VIB2

破片

VmA2

破片

ⅨA

ⅨB

XA

XB

５

９

９

８

１

２

５

３

７

８

４

１

０

３

３

８

０

０

２

３

５

５

７

１

２

３

２

１

１

１

１

１

４

５

７

１

２

０

６

１

３

２

３

１

７

１

２

１

３

２

３

３

５

１

１

１

９

２

３

１

Ｂ

Ｔ

５

６

器 ３
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２
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一
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ｂ

ｂ
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ａ

ａ

ｂ

Ｃ
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ｂ

Ｃ

ｌ

ａ

ｂ

Ｃ

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

士

ス ク レ イ バー

斧石

計

り

器

じ

土

や た －た 蛍 石ａ

ｂ

Ｃ

ｌ

片

片

２

２

２

２

３

４

５

１

２

３

４

破

１

２

破

１

２

３

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

擦 石

丁〒＝

ﾉロ Ⅲ

先_死ご
~、 り

砥 石

錘石石 錐 頚

コ ア

フレイク ・チップ

使用痕・加工痕のある
フ レ イ ク

使用痕･加工痕のある礫

礫

石 器 等 ，汁

つまみ付きナイフ
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(1) 土器（図58･59, 図版29)

11黒層から出土した土器の大部分は縄文時代早期末に位置づけられるものである。他に縄文

時代各時期に属するものが少数録られる･以下、昭和51年度以来、美沢川流域の発掘調査で用

いている分類基準により記載する。

I群（1， 6～44）

縄文時代早期に属する土器｡本類ばa類、b類､に分けられ､b類はさらに四つに細分される。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。本年度の調査では出土していない。

b類：縄文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、 より糸文、貼付文等が施されるもの。

b－1類：東釧路ⅡI式に相当するもの。本年度の調査では出土していない。

b－2類（6～11） ： コッタロ式に相当するもの。

縄文が施されたもの（6， 7）、絡条体圧痕文が施されたもの（8）、短縄文が施されたもの

（9～11)がある。 8には細砂粒が多量に含まれている。

b－3類（12～15） ：中茶路式に相当するもの。

微隆起帯の間に短縄文が施されたもの(12， 13)、あやくり文をもつもの(14)、縄文が施さ

れたもの（15）がある。

b－4類（1， 16～44） ：東釧路IV式および吉野V式に相当するもの。

16～18は口縁部に微隆起線をもつ土器で、吉野V式に相当するものである。微隆起線の間に

は短縄文が施されている。胎士に多農の細砂粒を含む。 19～25， 27は羽状構成のより糸文が施

されたものである。26にはあやくり文が施され、 口縁部に短縄文が象られる･28， 29ば二本並

列のより糸文をもつもので、 29の口縁部には縄線文が付されている。30～38， 40， 44は胎土に

繊維を含んだ厚手の士器で、太めの原体を用いたより糸文が特徴的である。31は縄文とより糸

文が施されている。 口縁部の文様をみると、縄端の刺突をもつもの(30)、 より糸文の原体を押

捺したと思われるもの（31, 32)、縄線文が施されたもの（35, 36）がある。 30は器面がていね

いに研磨され、光沢をもつ。4f～44ば底部および底部に近い破片で、 42には絡条体氏痕文が付

されてし､る。 1， 39は魚の椎骨を回転した魚骨回転文が施されている土器である。 1は厚さの

不均等な小型の土器で、胎士に若干繊維を含む。 口縁部と胴部下半に横方向の魚骨回転文が魂

られる。一度に施文される長さが短かく、途切れ途切れになっている。 （写真図版29参照)。39

はlに比べて整った作りの薄い土器で、鋸歯状をなすものと、横走するものが組象合わされて

いる。

II群(2)

繩文時代前期に属すると染なされるもの。本群はa類とb類に分類される。

a類：縄文尖底土器群。本類ば二つに細分される。

a－1類（2） ：綱文土器。

条の中ばていねいに摩り消されている。胎土にば多段の砂粒が含まれており、繊維の量は少

ない。非常にもろい土器である。
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a－2類：斜行縄文、羽状縄文などが施された土器で、中野式、春日町式に相当するもの。

胴部破片が少量出土してL､るが、小片で摩滅が激しし､ため図示していない。

b類：円筒下層式、植苗式に相当するもの。本年度の調査では出土していない。

Ⅲ群（45）

縄文時代中期に属する土器である。本群は大きくa類、 b類の二つに分類される。

a類：円筒上層式。本年度の調査では出土していない。

b類：本類はさらに三つに細分される。

b－1類：天神山式に相当するもの。本年度の調査では出土していない。

b－2類（45） ：柏木川式に相当するもの。

口縁部に垂下する貼付帯をもち、その上に刺突が施されている。 口唇上にもへう状の工具を

斜めに突いた刺突が象られる。

11黒層の土器

番号 名称 分 顛 発攝区 口 ・底・高崎 備 考考 番号 名称 口 ・底，高斡 備 考分 類 発掘区

癖
〃
壷
僻
鱗

魚骨回転文1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

４

１

２

３

４

－

一

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ｋ

ｂ

ａ

Ｃ

ａ

‐

，

１

０

ｂ

Ｄ

〃

叩

Ｉ

Ⅱ

Ⅳ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

５

０

８

８

９

６

７

３

７

６

５

８

０

０

４

２

２

２

２

６

３

７

３

４

７

３

９

８

３

５

７

６

８

９

５

７

５

８

９

２

０

２

３

７

７

３

８

０

８

６

７

８

５

９

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

閃

閃

開

開

聞

閃

閃

筋

筋

鮪

閃

開

開

開

筋

開

開

開

砺

鮪

開

開

聞

閃

開

開

聞

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

仁

ｆ

ｆ

勺

．

ｄ

に

Ｅ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｅ

ｃ

Ｅ

ｅ

ｅ

Ｅ

Ｃ

に

Ｅ

Ｃ

Ｃ

に

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

．

恥
一
一
一
“

”
一
一
一
帥

”
｜
｜
艸
岬

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

船

舶

研

偲

洲

的

⑱

⑬

川

弱

的

佗

羽

汀

開

切

胡

開

Ｗ

Ⅲ

佃

開

開

館

舵

栩

路

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

’

｜

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ザ

。

Ｃ

Ｅ

‐

０

可

。

十

。

ｃ

ｃ

‐

。

可

。

‐

。

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

‐

。

ｃ

ｃ

Ｃ

１

ｄ

１

．

‐

。

Ｃ

ｅ

〆

Ｉ

６

４

２

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

〃

″

″

″

″

″

″

Ｉ
Ｄ

１

０

‐

、

に

ａ

に

、

山

雨

Ⅳ

町

Ⅳ

″

″

″

″

〃

１

Ｖ

Ｖ
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b－3類：北筒式に類似するもの。本年度の調査では出土していない。

IV群(3， 46～48)

縄文時代後期に属するもの。本類はa類、 b類、 c類の三つに分類される。

a類：余市式、入江式に相当する土器群。本年度の調査では出土していなL､。

b類（46） ：手稲式に相当するもの。

内外面ともによく研磨されており、横走沈線とそれを縦に連結するS字状の沈線がみられる。

c類（3， 48， 49） ：堂林式に相当するもの。

48， 49は口縁部に内側から突いた突瘤文が施され、 口唇断面は切り出し状を呈する。 3は器

面全体に沈線が施された壷で、内面に竹管状の工具による刺突がふられる。注口付きの土器と

思われる。

V群（4， 5， 49～54）

縄文時代晩期に属するもの。本群はa類、 b類、 c類の三つに分類される。

a類（4， 5， 49～52） ：大洞B式に相当するもの。上ノ国式に類似するものも含める。49は

口縁部に内側から突いた突瘤文をもつもので、 口唇上には丸棒状の工具を押し付けて細かい波

状口縁が形成されている。50は縄文だけのもの、51ば爪形文が施されたものである。 4ば三叉

文をもつ土器である。 口縁部はゆるやかに波状をなし、山の部分が文様の起点となる。 口縁部

と文様帯の下部にへう状工具を斜めに突いた爪形文様の刺突列がある。 5は大形で無文の浅鉢

である。

b類：大洞C!、C2式に相当するもの。本年度の調査では出土していない。

c類（53, 54） ：大洞A式に相当するものを含め、 タンネトウL式を中心とするもの。

53ば沈線が施されるもので、貫通孔が染られる。 54には口縁部に縄線文が付けられている。

（工藤研治）

(2)石器（図60)

やじり、つまみ付きナイフの占ぬる割合が多く、石錐類、やり先、石錘は少ない。やじりで

は無茎で五角形のもの、有茎のものが多い。つまみ付きナイフは片面加工のものが多く、横形

のものが1点出土している。石斧ぱ完形品は少なく、破片が大部分を占める。石錘は長軸を打

ち欠いたものの象であるが､完形品はいずれも8009以上の大型のものである。頁岩製のペンダ

ント状の石製品が1点出土している。

以下に石器の分類規準を示し、図、計測値を掲載する。 （遠藤香澄）
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石器の分類

＃
IA

0肺
2a 2b 2c

△八AA,

△○今◇金4

0
I

ⅡA

Q辱 灘
血 色l

◇2 03

m

’
一〕

amB 3 4

劇馴愚
l

C 口

<I群＞ やじり 。やり先類

A:やじり

1 ：石刃識

2 ：薄手で、柳葉形のものおよび五角形のもの

a堂柳葉形のもの

b:五角形のもの

C:大型のもの

3 ：三角形のもの

4 ：木葉形のもの

5 ：茎部があるもの

B:やり先

1 :明瞭な茎部があるもの

2 ：明瞭な茎部がないもの

いLEり

<II群＞ 石錐類

A写石錐類

l ;刺突器

2 ：棒状のドリル

3 ：つま鍬部があるドリル

〈Ⅲ群＞ ナイフ・スクレイバー類

A:つま桑付きナイフ

1 ：片面加工で、側縁裏に表面調整のための打面があるも

の

2 ： 1を除く、片面加工のもの

3 鴬片面縁辺の象に加工があるもの

4 鳶両面加工のもの

5 鴬つま象部の象が作り出されたもの

B スクレイパー

l :石くら

2 ： ラウンド・スクレイバー

3 ：エンド・スクレパー

"i2…3
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Ｉ

ｏ

Ｂ
Ⅳ

５

】

心

１

－

』
州
川
Ⅷ
Ｕ
○
〔
Ｈ
Ｍ
Ｕ
‐

何
<IV群＞ 石斧類

A:石斧

l :擦り切り手法によることがあきらかなもの

2 ：ベッキングによって整形されたもの

3 ：打ち欠きによって整形されたもの

4 ：棒状礫に刃部のみが設けられたもの

5 ：全面磨製のもの

B:石の欺

<V群＞たたき石・台石類

A:たたき石

1 ：棒状礫の先端もしくは、両先端にたたき痕があるもの

３

口

２

②

園

一

、

⑦

~

ｌ

ハ
ー
ト
Ｕ
④
Ａ

Ａ

Ⅵ

Ｖ 2 ：扁平礫の周辺にたたき痕があるもの

3 ：扁平礫の表、裏面にたたき痕があるもの

B:台石

<VI群＞ 擦石・石皿類

A:擦石

1 ：角柱状の礫の稜に擦り面があるもの

2 ：扁平礫の側縁に擦り面があるもの

3 ：半円形に打ち欠かれた礫の弦に擦り面があるもの

4 鴬北海道式石冠

B:石皿

<Ⅷ群＞ 石鋸・砥石類

A:石鋸

B:砥石

1 ：使用面に溝があるもの

2 ：使用面が平滑なもの

くⅧ群＞ 石錘

1 ： 4カ所に打ち欠きがあるもの

2 ：長軸の両端に打ち欠きがあるもの

3 ：短軸の両端に打ち欠きがあるもの

<IX群〉 コア・フレイク類

A: コア

B: フレイク・チップ

<X群＞ 加工痕・使用痕のあるフレイク、礫

A:加工痕・使用痕のあるフレイク

B:加工痕・使用痕のある礫

４

□

２

３

０
ハ
Ｏ
ご

己
VIB

~■■■

G--aCごう｣ロ，
ⅧA

鰯C璽画‘
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II黒層の石器

大き さ (cm)番
号 名 称 分 類 発掘区 重さ(9) 材 質 臘考

蛾大長×最大幅×岐大厚

Ｓ

ｅ

Ｓ

。

Ｓ

ｅ

、

ｅ

Ｓ

。

ｅ

ｂ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ｈ

ｂ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

帥

軸

恥

〃

ｈ

ｈ

〃

ｂ

ｈ

ｈ

〃

〃

ｈ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

Ｓ

Ｃ

Ｏ

Ｓ

Ｃ

ｓ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ｍ

、

哩

蝿

皿

鴫

肥

Ⅳ

肥

岨

鋤

加

配

認

塑

妬

恥

”

鵠

調

鋤

訓

詑

詔

制

謁

拓

諌

錦

鋤

先

類

フ

リ

イ

歩ラ

き

じ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

り

〃

〃

錐

〃

〃

〃

ｉ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

、

ｆ

み

ま

や

や

日

つ

ａ

ｂ

Ｃ

２

２

３

２

４

５

１

２

１

２

３

１

２

Ａ

〃

〃

Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ

Ａ

Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｂ

〃

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

１

１

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

２

７

０

４

４

２

４

５

５

４

４

２

３

８

１

４

３

２

９

１

９

８

８

４

０

８

９

３

３

９

２

６

７

２

５

２

４

３

２

５

５

５

７

１

５

２

９

７

２

９

３

３

４

７

０

５

４

５

４

５

７

４

０

１

９

８

４

４

９

３

８

０

６

２

８

０

４

３

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

４

５

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

’

｜

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｃ

ｆ

ｄ

ｃ

ｄ

Ｃ

ｆ

ｃ

ｃ

Ｃ

ｄ

ｆ

ｄ

ｆ

ｆ

ｅ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｃ

ｃ

ｄ

ｆ

ｆ

ｆ

ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｃ

Ｃ

ｆ

ｄ

ｆ

Ｃ

ｅ

ｄ

ｄ

５

８

０

６

９

１

２

５

６

２

５

９

９

２

７

０

６

５

８

０

３

５

９

０

７

６

９

１

９

３

１

２

４

６

９

３

７

１

■

■

甲

・

甲

中

巾

凸

巾

凸

伸

凸

仔

谷

口

卓

。

中

。

由

。

寸

・

牛

仔

凸

凸

田

口

巳

卓

中

凸

早

く

ｒ

一

邪

〉

由

。

申

凸

《

叩

〆

］

、

や

『

凸

》

‐

用

哩

＆

『

Ｉ

Ｉ

Ｌ

『

１

１

壬

《

咄

〆

】

一

回

ぴ

〆

］

〔

叩

〆

】

〈

叩

〆

』

ハ

ニ

ゴ

ロ

》

勺

Ⅱ

Ⅱ

《

ヨ

Ⅱ

Ⅱ

ユ

『

Ⅱ

Ⅱ

基

一

ｍ

で

〆

］

〔

叩

〆

〕

ハ

ザ

、

叩

｝

‐

●

旧

ユ

昌

己

、

〃

ず

』

『

Ｉ

Ｉ

Ｌ

、

伊

〆

］

二

旧

び

〆

］

（

叩

〆

』

（

叩

〆

忽

］

、

〃

、

》

ハ

ゴ

、

〕

ｄ

月

叫

上

一

ｍ

試

肉

〕

４

加

雑

。

ｎ

Ｆ

／

］

ｄ

月

“

４

，

や

『

』

《

“

Ｈ

叩

）

（

ｎ

瓦

Ｕ

［

眼

Ｊ

Ｏ

４

刈

坐

且

‐

口

扣

哩

昼

、

〃

、

）

・

幻

加

」

▲

０

３

２

８

９

０

０

１

０

３

５

３

４

６

８

５

７

３

１

０

３

９

３

５

０

５

１

８

９

５

４

４

６

４

２

３

１

５

１

巾
号
仔
十
号
号
卓
■
■
■
■
■
中
も
■
■
Ｆ
号
厚
号
守
■
■
■
中
■
Ｆ
申
■
Ｆ
Ｆ
Ｆ
号
■
号
凸
■
号
■

１

１

１

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

０

１

１

２

２

３

１

１

１

２

２

２

２

３

２

３

２

３

0.3

0.2

0‘3

0．2

0.2

0．3

0.1

0．2

U､2

0．2

0．3

0.2

0．2

0．3

0.3

0．25

0．4

0．4

0．3

0．3

0．3

0．4

0．4

0．4

0.5

0．7

0．8

0.6

0.8

0.5

0．7

0.9

0．6

0．8

0．5

0．5

0．6

0．5

0．6

0．7

1．7

1．3

0.2

0．2

0.4

0．5

0．4

0．4

0．6

0．4

0．5

0．5

0.1

1.2

0．9

(3.3）

1.3

0．3

0．7

0．7

0，7

0.8

1．5

3．3

5．8

22

3．3

3．7

3．8

5．3

14．3

19

16

9．5

5．9

10

3．8

3．3

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
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大き さ (cm)番
号 名 備考称 分 類 発掘区 重さ(劇 材 質

最大長×最大幅×最大厚

ｇ

ｄ

ｕ

Ｓ

Ｍ

〃

〃

〃

〃

砿

・

ｃ

ｃ

由

早

Ｕ

ｅ

、

Ｓ

ａ

ｓ

ｅ

Ｓ

ｅ

ｈ

〃

帥

〃

軸

〃

〃

ｇ

ｂ

〃

〃

〃

ｈ

〃

〃

〃

〃

ｂ

〃

〃

〃

ｈ

〃

ｂ

ｒ

ｅ

ａ

Ｃ

Ａ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

Ｃ

Ｏ

Ｇ

Ｓ

Ｓ

ブ

斧

石

画

一

刻

印

‐

曲

、

●

筆

↓

ノ

ノ

ジ

ぐ

イ

ー

卦

ご

付

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

し

雄

た

ま

ク

つ

ス

石

た

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

２

４

４

５

１

２

３

４

２

５

４

２

Ａ

〃

Ａ

〃

〃

Ａ

Ａ

〃

〃

〃

Ａ

〃

〃

Ｂ

〃

〃

〃

Ｂ

〃

〃

Ｂ

〃

Ｂ

〃

Ａ

Ａ

〃

〃

〃

Ａ

Ａ

皿

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

１１１

７

５

８

７

０

９

０

２

３

７

８

２

３

３

４

２

２

３

９

７

４

４

１

１

５

３

２

５

３

２

６

２

４

８

０

３

３

６

｜

一

別

拓

蠅

釦

蹄

５

３

１

１

７

７

７

１

４

４

２

４

１

５

５

４

５

６

６

６

５

６

０

０

６

９

５

７

９

８

４

３

４

８

７

Ｉ

匪
尿
子
矛
匪
罪
鈩
缶
牙
罪
尿
鈩
岳
尿
子
罪
子
缶
駐
岳
矛
テ
テ
岳
匪
テ
テ
チ
誌
品
罪
テ
テ
テ
舗
万
子
駐
罪
テ
テ

甲

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

’

－

６

６

６

６

６

’

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

鮖

鮪

一

一

一

一

一

ｅ

Ｃ

Ｐ

Ｉ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

ｄ

ｃ

ｃ

ｅ

ｄ

ｄ

、

ｄ

首

ｄ

口

。

９

０

Ｃ

ｂ

ｄ

Ｃ

Ｆ

Ｉ

ｅ

↑

ｔ

Ｃ

Ｄ

ｑ

画

ｄ

ｂ

ｄ

ｃ

ｃ

｜

｜

ｄ

今

１

酷

１

ｄ

ｃ

Ｃ

ｃ

8.0 × 2.7 × O~8

7 × 1．9 × 0．7

5．5 × 2．6 × 0．6

5 × 2．1 × 0.5

4．2 × 1．9 × 0.5

5．2 × 2．4 × 0，6

3．3 × 1．7 × 0,4

(4．3）× 2‘5 × 0‘5

2．7 × 1．4 × 0．8

2 × 1.4 × 0．3

4.1 × 2．7 × 0.6

3．8 × 2‘3 × 0．9

4．2 × 6．7 × 0．5

2．5 × 1.8 × 0.5

3．3 × 2@l × 0~5

3．8 × 2．2 × 0.4

5．8 × 2．8 × 0.5

3．7 × 3，6 × 1．5

3．3 × 3．4 × 1.3

3．6 × 2．6 × 1．0

3．9 × 2．8 × 1.0

9．5 × 3．9 ×L7

(3．7）×（5．1）×（1．4）

3．5 × 1，9 × 0．6

(6，6）× 5．0 × 2．1

(6．2）× 4．7 × 2．4

(12．3）× 4．8 × 1．5

(11.2）× 3．3 × 1.5

(8.4）× 4‘2 × 2．7

11.8× 8 × 3.2

(6.1）× 9．7 × 2

20

9．8

6．9

6．0

3．1

7．6

2．5

8

1．3

0．7

8

7，2

13．5

2．5

4．8

5．2

10.7

23

4．2

8．9

10

68．4

(22）

4.1

(110)

（122）

(144)

（86）

（170）

435

140

20

9．8

6．9

6．0

3．1

7．6

2．5

8

1．3

0．7

8

7，2

13．5

2．5

4．8

5．2

10．7

23

4．2

8．9

10

68．4

(22）

4.1

（110）

（122）

（144）

（86）

（170）

435

140

1,000 And71擦 (13．4)× 7.2 × 8.2 1,000１

２

２

Ａ

Ｂ

〃

Ａ

〃

Ａ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

石

石

錘

ァ

品

(370) Sa.

(120) "

(880) "

(1,330)Phy

48 Che

8.1 Sh.

(370)

(120)

(880)

(1,330)

48

8．1
製

″

〃

砥

石

．

石

２

３

４

５

６

７

７

７

７

７

７

７

９

７

３

２

７

８

勺
■
■
凸
４
■

１

２

５

５

２

０

－×

(9.4）×

12，2×

(14.3)x

5．4 ×

4．2 ×

×

×

×

×

×

×

~

3．7

10.7

9

4

3．3
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図60 11黒層の遺物 (3)
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図61 11黒層の遺物(4)
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図62 11黒層の遺物 (5)
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F一 z』

Ｉ

6』

I

甲三

・

子

Ｊ

ら

＄

‐

画

と

耳

じ

ゃ

Ｊ

ｒ

グ

リ

日

出

‐

■

！

ｈ

‐

１
ｒ
Ｔ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
ｉ
１
１
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｐ
ｈ
ｌ
４
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｑ

田
叶
１
Ⅱ
Ⅱ

ｑ
田

1

‘
■
４
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写真図版



図版 1

1 遺跡遠景（美沢川から美々8遺跡を望む）

2調査状況(I黒層）
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図版2

2．古銭等の出土状況（表土）
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図版6

1道跡・発掘前(I黒層上面）

2道跡・発掘後
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図版12

1 調査状況(I黒層）

3集中礫の出土状況(I黒層）2集中礫の出土状況(I黒l曹）
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図版13
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図版14
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図版26
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